
妄要◆

賢

を

渡十

二，

告
キ

†

壁

掛

当字

■1

淳｝
ゝふ

や

■

童、．

賢
圭
や

．㍉

汁

を
㍉」・

藩

誰

を
・［≡一

笹

、

くさう、

て■

怒
号ぺ

燕ま

▼さ．

葦一二
‡
汗

ギ

豪
産

‾、三千・■二

華
、■

一

二三：‥1、
■

が
k事イ

宰
隠

密



調年帥滋賀

也ヒムh円

山川工業試戯場業務軍曹

緒

第一葦
第　1　節

へu U(二)(≡)

第　二　節

〓)
(二)(≡)-.凹)(五)

第三節

〓)

第四簡

目　　次

言
機　　織　　部

輸入防過翰出向手巾地ノ研究卜其ノ工業的生産.f開ヌル試験-･-･････-‥-･･三シーアリネン地

二

キャンプタック地同　　　　　　上---･封外的優良リネン服地及シャツ地試巌･･････エキス･Lラ斜子服地

-------･五

舜化組織粂地服地同　　　　霜降地亜麻ワイシャツ地

--六

---------七

+45ヰル式麻シャツ地･･･---･････

九八

冬向絹洋服地試験‥‥････････-･･････-･･･-････1･---･･･-･････････-･･･････-･･二〇絹製洋服地麻織力織機こヨル大衆向人崩織物ノ研究



〓)
(二)(≡)(四)

弟五節

〓)
(二)

第六節

(こ(二)(≡)(四)(五)(六)

第七節

〓〕
(二)(≡)

人絹織染下生地其ノ一

二

●●●●●●1●●●■1●●●●■●111　1●■

同　　　　　　其ノ二---同　　　　　　異ノ三間　　　　　　其ノ四

■　●　■　■●　1　●　●■　11一●●■

綿クレープ織改良代用品研究‥‥･････-‥‥挺ワクレープ生地人絹入エッチング織住宅向整備用織物ノ試製

一二一二
二二

1g(㌦五!五

二ハ〓ハ

歪弟利加輪出向カーテン地

･･,-l七

多向ポーラテーブル扮地---

i七

ヘビー-ネン地

･･･一入

クラブシリネン地綿チトフ〝掛及履物表用生地-其ノ㌦同　　　上　　　　　　…其ノ二内地向織物ノ改良及試勝研究壁り色上布耕薩摩上布試験

7九二〇二〇二　I二二
…二三

数　　人　　餅

-≡---二四

(　　/~､､

五　四
iZq d■5

蘇

二四

磨

地

-･･････二五

第九

節三二二節完
■■=コしこ　▼≡≡=】

)　＼_ノ　　)　　　　　　)

座布圃カバー地朽廃集中ノ新規品試験接　　　　　地太糸高配及軽り高配ス壁　高　配　入

･････････‥‥‥‥･三･三････二l九

絹麻生申ノ製織能率ヲ向上セシムべキ各班日二者スル試験研究-‥-‥-二一九

第十節第十7節第十二節

第三葦

農村副業新緑′奨播及講習卜賓蝿指導･･････-････紡織準備工程三関スル試験･･････--･･･----.質擬鷹答並二件数及賓地指導

第第第第第第第

七六五四三二

節節節節節節節

整　　理　　部
絹廃縮優良整理試験･三･･-･二･･････---･･･････--･･･威織整理糊料及工程三関スル試験--------･

･-‥四五
-三四五

線度麻ポヰル整理試験

----･---‥‥---四六

織布エソポッシング整理三縄ヌル試験･･････--･質提膝答ノ重ナル事項卜其件数-･････-･･･････-‥《

田老

‥‥-四八

依頼試験ノ重ナγ事項卜其件数

---･･･‥･････‥四九

依嶺加工種類点数---------

L.: I(. )

負
一■-..I-■■

TTT

■___-

土呈⊇

聖冠

第　1　節第　二　節第三節

染　　暗　　部
篠蔓ノ簡易漂白試聴･･････-･･･-････--･･･--･･･

五二

麻布濃色絞り染試験

･･･∴･･････-･･･. ･･････--･三･五三

綿麻着尺地防水二陶スル試験-------‥･･



第弟第番第弟

九八七六五四

第十

節節節節節節節

パット染料布染試験麻布糸ノ染料親和力漕進三園ヌル試験‥--･･･････巌蚊帳地大量漂白二院ス〝試験座布施地模様染出技工ニ蹄ヌル試鹸-･･････麻糸布ノ晒工程改善三園スル試験･･･-･･･‥･質提鹿答ノ主ナル事項卜其件数依頼試験ノ主ナル事項卜其件数

第十一節第十二節
第四葦

第　1　節第二　節窮三　節第四節
第五葦

機械利用指導状況ノ概要試験作業状況概要----‥‥-‥----

国　　英　　部
業務概要並二時好調査意匠囲集ノ改良-‥‥------‥-･

六三六三

第第第第第第

六五四三二一

節節節節節節

意匠園塞並-1見本展示骨･･･････････--･･･････････････････-････････････････････-･-･････････････････････六四賓地指導及質擬鷹答-･･･-･････････････････････････････････････････････････････････････････････--･････････;･･六四

庶　　務　　部
昭和五年度歳入出決算額及昭和六年度歳出濠算･････････････････････････････････････････････⊥ハ五昭和五年度購入機械器具-----･･･------･--･---------･･--三六九昭和五年度貸輿機械器具

････････････････････････六九

昭和五年度出張調査-････]･･-････････-･････････-･･････-････-･･･････････････････････････････････････-････七〇研究生養成指導････‥･････････････････-････････････････-･･･････････････････-･･･････････････～･･････････････････七一参　働　人　員･-･･･････････-･････････････････････････････････････････････････････三････････････････････････････七拐

讐槻滋賀願能

用
三遷試験場業務報告

緒　　言

経済苧不振二股業界ノ不況ヲ招キ本邦染織界完工商品J過剰･慣格ノ暴警惨状ヲ呈･"iy加フルニ服飾流行ノ鼻化左活様式ノ急激ナル襲撃刺激セラレ両々相侯ッテ織物業者ノ苦闘拘工名状スぺ言ゲルモノアリ'警以プチ製品蒜風意匠ノ新雪ルヲ緊切トン製作･lq蒜的技術二依ル低廉ナル供給ヲ必要トス讐営業者ノ本場ヲ利用スルモノ益々多ク本場亦終始之レ晶聯シテ産地ノ進空轟シタルヲ喜ブモノナリ本年度二於ケル近江麻布蒜巌業ノ至大ナ蒜展･優良鹿餅ノ活躍､座布圃讐改良優秀品ノ鍵屋-麻ヮィシャツ地.カで地.'･ンカチーフ地等並嘉島地方-壷ケル｢タイヤ工芯警蓉展ノ如キ表書′異学蒜醒卜英二何レ芸域ノ指撃…ル警シ孟議績ノ優良ナリシ↑陶工欣苧ス蒜こシ孟々努力ノ必要ナルヲ痛感ス蒜ナリトス､雪本場蒜産地一義ス蒜良卜合理的生塵晶ス蒜究ヲ行違業者ヲ箸シ一義徹底ヲ謀ユ南新-ノ研究ヲ行ヒヲテ票ノ礎地晶へツ･アリー人絹織

･冬用品ノ試験絹製冬洋服地ノ試織､麻縄翰-讐デ試験ノ如キ三場経費者ノ冬･夏就業ノ噂警資

セン三ルモノニ屈ス'他面麻耕ノ試頗指導芸業ノ馨展卜農村副菜ノ振興ヲ警ントスルモノナク其他'整理染色'国賓ノ各警警蒜織警蓮琴買ノ事情二滴鷹シ孟警蒜療ノ遅行一遍事セタ拶下順次各部業務ノ詳細ヲ記述ス



こ

第一章　　機　織　部

第一節　　輸入防追翰出向手巾地ノ研究卜其ノ工業的･

メ
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優良巌,1ンカチーフ地ノ製織二親テハ各年三旦り諸種ノ研究ヲ行ヒ各.樺糸使ヒ組織等種々方法ヲ試ミ市境二試責シテ好評ヲ得､今ヤ院庄ヲ揚ヅテ垂ク輸入二換へ得ルノ域二進ミクリ､然レ共本業ヲシ三光金ナル商品的燭立ノ地位二立チ'進ンデ海外二向ブラノ輸出ヲ旺盛ナラシムルニ'1英経済的生産技術ノ具締ヲ究ムルヲ要シ､市場又之レニ期待スル節夫ナルモノアリ'依ツタ本場.t本年度二於テJt左ノ各項二封シ牌二留意講究ヲ遂ダ'漸次改良ヲ施シ曹業者亦之レこ碇ツテ其生産二徒事シ本額産｢麻rtソカチーフ｣　ノ名琴ヲ蓉揚ヌルニ至,タル'二宮ブペシ
1L t原料ノ精撰(強力､類節'色揮'硬度)IP糊料ノ適否(期簡ニヨル調節)一'温温度ノ調節一'織機卜関係横具ノ撰葦1.経'緯番手ノ按配及密度一'漂白ノ白銀卜布地ノ強力及桑軟味l t其他整理ノ鼠粕

二)　シーアクネソ地
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量幅長垂幅長緯度緯糊経

糸　　糸附糸量畳
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計
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縁　　家　　　段

上　　度　　　科

長緯筏緯糊経

糸　　糸附糸

亜麻膏六十番生一本糊付加工鮭糸工仝ジ一〇1, '六糎問二六四〇羽一羽二本入i糎問　三二本一八米九九糎1'四.1七克1九､二米
九六三九糎九七五経

(二)　キャンプタック地
亜麻二〇〇番生1本糊骨加工経糸二仝ジ1〇五'五経問二七四C,七羽　l習7本入l糎間　四四本一八'三光
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70二五糎
二七八〇克

一九J7米九七糎I p六八七充(≡)　キャンプタック地
亜麻一八0番生一本糊付加工

亜麻一八〇番生
7〇五'四糎聞二､四〇七羽　f羽二本入1糎問四二五本).Cj光一C)≡.五糎)'〇二三克一〇米九八糎七七〇克

第二節　　封外品的優良-ネン服地及シャツ地試験

昏良麻服地,,昨年度二於テ｢エキス･エフ｣服地ヲ統轄シ非常ア〝好評ヲ待本年度二人ブタ♪市聾7.ハート方面二於一7モ｢輸入品′必要ナシ｣トノ章節ヲ得之レガ製作ノ依頼二忙殺セラγ‥t至レク'然レ共他面二於一7rt吏工進ンデ挺化組織ノモノ或rt染糸利用ニョリ威服ニシテ貫用上工於ケル汚レヲ避クベキ地風Jモノ一-ツキ研究､試製ヲ行ヒツ･アブ､斯クシテ盛夏用品-;>チ他原糸J企及シ能♪ずル麻糸ノ涼昧ヲ活用シ賓用上二於ケル親戚ノ単純晩ヲ去ツタ深厚優雅ナル地風ヲ創尭シテ以一7威服需要ノ範囲ヲ捧大セントヌ本年度製品ニシテ7見恰モ毛織物ノ如タニシテ涼味横溢ノ戚ヲ輿へクルモノ･如キ清水頗ル有望ナルモノ有ルヲ倍ズ｡筒ホ引椅キ各種ノ試験ヲ行ハントス'鹿71シャツ地ノ需要..近年非常ナル勢ヲ以テ埠加シi･アブ'蓋シ其純白高筒ナル風相卜洗濯ノ回ヲ革-益々其異慣ヲ馨揮ヌルノ聴質ト♪縮言ツ又.t未綿製品ノ蓬ク及〆ずル所ナレ+,,ナyt併シテ麻ワイシャツ地二於テハ我国需要ノ状況二両様ノ洗レアルヲ戚ズt epチ一ヅrlr-オン｣製優良品ニシテ古家輸入品二系統ヲ有シ産装及冬夏常二需要セラル･モノ､一ツ.,内地製｢ラミ-麻布｣ヲ利用セル｢一アイ･bヤツ｣一-シテ涼味ヲ主眼-シ殆ド夏期用専門ノ如キ外軌ヲ量スル｢絹麻シャツ｣ノ類三尾スルキノナクトス'故ヲ以プチ麻シャツ地トシテハ此爾涜一】封シテ′優秀遺品ノ必要ヲ戚ズルモノナタ本年度試勝二於テ第四設計.1前者ヲ目的･1シ第五設計.)後者二滴ヌルモノナ,トス

〓)エキスとフ斜子服地

ヽ

琵

計
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緯糊経

糸付糸

亜麻九〇番等晒一本糊付加工亜麻】00番四分ノ一眼

五
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仕　　　様　　密　　　腰

上　　　上　　度　　　料

工重幅長緯筏緯糊露

程量　　　糸　　糸付糸

八二､五五糎間　1'1七〇飼一羽四本入l糎間二二'四四本(三本引揃)三六'五七米八二糎六'四C)一元
'A,-･スマ-セライズ'本晒'仕上

三七'五米八一､三糎五､二五〇克
(二)　襲化組織無地服地

亜麻四〇番生紹糊付加工亜麻五C番生　精錬加工糸九｢P I七糎閏八五二羽　l羽三本入
1糎問二九本一一米八五糎二'二五〇元本晒'ピースヤーセライズ'仕上

重幅長

量

読

一〇.九七米七六糎tP七二五克

経　絡

練　統

節

ヽ

織　　密　　　　原

上　　度　　　　科

長緯度緯糊好

糸　　糸附糸

(≡)壁化組織霜降服地

霊八〇品色}引揃右撃米間七警固加撚晒二本諸
紀糊骨

悪一｡｡晶色}八二C回石松･六〇番晒左七三回加撚
八四糎問七五九羽　1羽田本人一糎間二五本三五､六六米

七



重幅長工重幅

量　　　程量

八二糎七'七二五克ピースヤーセライズ仕上三六tl米八二二糎七､四二五克

組　　織

.綜　統

緑樹駐

糸樹糸

読

計

(四)　亜麻ブヰシャツ地
亜麻l C〇番二分ノ一個t本糊付加工絹麻一〇〇番生
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上　　　上　　度

重幅長工重幅長緯茂

量　　　程量　　　糸

九C､一七糎間

茄
1 t四二ハ羽

四羽

1羽二本入l羽四本入

設

計

ヽ

仕　　　様　　密　　　腰

上　　　上　　度　　　料

工重幅長緯麓緯糊経

程量　　　糸　　糸附糸

一糎間三二'五本七六'八米八八糎八'〇〇六克ピース†-セライズ本晒仕上七九'五五米八一'三糎六'五二五克
(五)　ポキル式廃シャツ地

絹廃70C番ナ　シ刺美〓1〇番晒一米間四五号回加撚九二四四糎問地l二二九二朝一羽1本入耳1C)羽1羽二本入一糎間二六本九二米八七糎七〇四二束克
'>JIスマ-セライズ本晒､仕上

九



重幅　長

塞

九二米八二輝夫'四五〇克

】○

第三節　　絹　洋　服　鞄

本部産生糸利用方経ノ考案',近年斯界ノ大ナル懸案･1シテ各方面ノ研究問題J･ナ-ツ･ア-､而シテ其内最毛有望トセラル･♪男子向洋服地トス'近年洋服ノ需要益々屠加シツ･アルノ折柄端緒ニヨツタ､羊毛ノ輸入ヲ碗少シ新二絹揮服地トシテ海外捻出ノ域三遷センカ我ガ観′利益蓋シ測り知ルベカラズ絹洋服地-シテ'1社家夏服属すシテ絹紡袋小倉其飽シルクポ-ラ等滞地物′試,I,アルモ異ノ需要卜異憤.I冬用品トシテノ厚地物ヲ製産スルニ在リ-信ズ.然シテ厚地冬向トシテ如叫ナル品確如何ナル作法ニヨルモノヲ蓮雷-スルカ之レ研究賞嚇ヲ要スル主要ナル問題ナルヲ疑ワズ或.t日ク毛織卜競軍センガ膚メ毛織物ヨグ廉ナルヲ要望ス〝エア吋/'絹糸ニヲリ毛･L同等以上/厚娩ヲ有シ一7之レny廉ナラシメソースル.t甚ダ容易ナラザル問題三鷹ス然レ共絹糸pl其ノ光輝-手簡り品位二於テ造二毛糸ノ上位ニア¶/I吏三叉屑絹紡績糸ニヨク廉慣ナル原糸ノ製拙アブ依ッテ之レガ善用. II n可･適普ナル地風ノ考集ヲ得''l洋服地-シテ毛織物ノ企及シ能ワザル境地卜趣味ヲ開拓スルノ余地甚ダ多キヲ恩7依テ本品£事口毛織物顛似ノ製品ヨク霊異-I絹製洋服地トシテ新クナル組織ヲ考案スル寧之レ研究上ノ1着想三井ルナキカ次三叉絹糸卜毛糸又'l人造絹糸等ノ交織ニヨリ折衷的適品ヲ得ル事亦着目ノ要点ナリトス斯クシテ本年度',冬向服地トシテ二重組織ニヨク表面二機械絹糸ヲ現.1シ裏面二絹糸紡ノ低廉品ヲ組織シテ厚味ヲ輿へ美観卜低廉ヲ主眼j･シテ製織ヲ試ミタタ織物ノ弾力.手簡ク､光津等優良ナル成蹟ヲ得♂-左一l其J設計ヲ拐グ僻引療キ各種ノ組織糸位ヒニヨタ各用途二封スル適度品ニッキ研究セントス

等n

･T-I.1.1■.A-. "".1　1..~二....事　■一.｣,†

設

計

仕　　　織　　密　　　　原

上　　　ノ上　　度　　　　料

重幅長工重幅長緯筏　緯糊鐙

程量　　　糸　　糸附糸

ヱL紀31
きゃ糊　_4.
7　附　7

揖洋服地
ニール諾娘紬}片-享双露語∞習選-

-〝黒染糸3

1

請
撚
下一上

量

八つ糎品七九九羽

二∩＼羽

一糎問二二'五本五'玉来七七､有糎l､三〇t克絹織物仕上防水加工五､三九米七七.五糎｢■二六五克

羽羽
三七

芙空き吾
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左右
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紬靴
解
糸糸

合糸

第週節　麻織力織機二〆ヨル大衆向人絹織物ノ研究

本棟絹麻rl近時技縮′高上卜生産ノ統制宜シキヲ得テ市境ノ好評ヲ博シ能率益々昂夕加フルニ織梯′堵加卜相侯ッテ断然他地方ヲ厭スルノ状況ヲ見ルニ至レルハ拘三尊ブベキ事.i屈ス'然レ共本業ノ惜トスル',前年六､七月ノ頃ヨリ明年度用夏期用品ヲ製織スルノ状鰻ナルヲ以プチ資金ノ国定ヌルモノ多ク加フルエ明年ノ市場相場ヲ窮知スルノ困難事タルヲ以プチ望ム所')其間It於チ冬物ノ生産ヲナス一lアクト

一山



ス'而シテ有望ナル冬物'1何?'

一二

本場芸レニ開シテ大衆向人絹織染下生地ノ試聴ヲ行ヒッ･7.､鹿

綴織機ニnlル人絹織ノ適否''各種ノ点ニッキ大工考究ヲ要スル所チ,i竜本年度成輯トシテハ漸次有望ナル域二進ミツ･アリ'引療キ之レガ完成二努メソトス

(〓　人絹織染下生地　(其ノこ

設

計

仕　　　織　　密　　　原

上　　　上　　度　　　料

重幅長工重幅長緑筏緯糊軽

量　　　程量　　　糸　　糸伸糸

人絹一二〇デニール晒紀糊付靴下解糸卜生糸二〇中ノ壁八一'二八糎間一糎間l八本一七'八三米
七九､五糎

I t二五六支持練仕上一七'八三米
七七'七糎1'一五五克

地1.四八八潮二本通シ　耳十二羽四本通シ

読

原

料

症

〓D　人絹織免下生地　(其ノ二)

計
糸　　<絹二7Cデニール晒

仕　　　織　　密

上　　　上　　度

重幅長工重幅長緯線緯糊

量　　　程量　　　糸　　糸附

紐糊付絹紡紬糸二八就卜生糸一四中ノ壁八一'二八糎間

地一.四八八羽二本通シ　耳1二羽四本通･L

1糎間一八本10米七九'五糎七六一兎精錬仕上一〇米
七七.七糎七〇〇克

(≡)　人絹織染下生地

設

節

ヽ

織　　密　　　原

上　　度　　　料

幅長緯麓緯糊経

糸　　糸附糸

人絹1二〇デニールナ　シ

(其ノ三)
生至C中孟糸㌫垂f f二goo醐

人絹〓10デニール'生糸二･:3中壁撚糸(二二〇〇回)七六'二糎聞　地lt四三六羽　t羽二本入　耳八街一解四本入
一顧間一八､五本

二二､七光七五糎

二二



重幅長工重

量　　　程量

設

計

仕　　　織　密　　　腰

上　　　上　　度　　　料

電幅長工重幅長緯俵緑樹経

程量　　　糸　　糸附糸量

一四

一'〇三〇克精練仕上･二二'四四米七二糎九三三克
(四)　人絹織染下生地　(其ノ四)

人絹一二〇デニール晒絃糊付人絹-二〇デニール晒7米九〇〇(右毒糸二一中一米間七五〇回(左)加撚三七'八八糎間七五〇羽　l羽二本入】糎間二C本】二'八八米三六､七糎四六五克精錬仕上二二'二六米三六糎四三九克

第五節　　線クレープ織改良代用品研究

本堅向島郡二於ケル綿クレープハ地方的特色ヲ有シ織娩二於テ飽株産ノ及fr1ゲル慶点アクト推考'他産地二於ケル機業組織ノ進歩及合理化ニヨヅ倍格ノ競軍二括抗スペク一大苦闘ヲ要ヌルノ状憩ヲ呈シツ･アリテ'之レガ馨展二倍イテrt根本的合理化ノ大英断ヲ要スル状鮮ナルヲ思フ'斯ノ如キヲ以ツテ産地
･1シテ'l事業ノ合理化ヲ誌ル一面叉新規特殊ナル製品ニヨク需要ノ開拓二努ムル事緊要ナル事項ナクト

ス｡之レニ向ツテ本年度二於テ'1疑り締ミノ試製及人絹入｢エッチング｣　織ヲ試織シ肌着用トシテ新方南ヲ拓カントセリ､｢エッチング｣織''織物一二一テ莫大小風ノ外観卜巧果ヲ供フル事ヲ目的トシ地合二伸縮ヲ附輿シ表面',人絹ニヨグ美観ヲ輿へクツ'何レ竜有望ナル成績ヲ得タブ､引療キ之レガ賓現ヲ期シツ　ヽ　アリ

(こ　　舜タクレープ生地

設計

原料　経糸　棚鮎細( LP:Jl戎酢九〇〇回加撃

糊　附　　卒糸舷梯附

配列

中　二本然　二本

緯糸蒜綿㌍琵二詣聖霊.〇開脚鮒甘晶細二軸

翠

.i'. 1titjH. ';!, ･:'ii

〇〇
番番
右
一己Ei-

米闇米問

‥覧S｡網棚鮒首列虻∞欝紳

楕　　密

上　　度

長緯筑

糸

八七､五八糎間7糎間〓ハ本一一'八八米

九三四羽一羽二本入



工重幅

程量

八三'二糎七七六克シボヨセ'晒仕上
(二)　　人絹入エッチング織

読

仕　　　織　密　　　　原

上　　　上　　度　　　　　料

重幅長工重幅長緯麓　緯　糊　軽

計
糸　糾謂譜酎那誓㍊相加㌫開三五｡回加慧量　　　程量　　　糸_　　糸　付

ナシ九造絹糸一五〇デニール晒綿糸四C香草糸八八'九糎間て1七八羽軽糸三岡汐三二'九二米八二'五糎二'六四三克晒仕上三二米八二糎二.二三五克

一未聞五五〇回加熱一光間九〇〇回加撚

一羽二本入

〓ハ

第六節　　住宅向装飾用織物ノ試製

此挿織物二南島郡､外館内各方面二産シ而モ降旗ノ進歩舜遷卜英二常三愛化改良ヲ必要トスルモノttシテ大事業的性質ヲ肴セゲルモ木工瑛二於テハ比較的利潤ノ豊カナル点アリ､而シテ鹿織テープ〝掛地ノ如キrt輸入封抗品並二輪出町簡品トシt. 7鹿織産地二於テ',大イニ着目ヲ必要トス｡本場Jl累年此挿織物ノ工夫研究二努メ業者ノ塵考及指導二軍メツ･アリ本年度製品ノまナルモノ次ノ如シ

(こ　　丑弟和知翰出向カーブソ地

ヽ

仕　　　織　　密　　　原

_上　　　上　　度　　　料

賓幅長工重幅長緯蔑緯糊経設

程量　　　糸　　糸附糸

計

量

綿糸三二番畢糸晒及ビ藍色染糸紹糊付綿糸二〇番単糸臓1〇七二ハ糎間101六胡㌦糎問七本九二四米山〇一糎四九山元糊付.プンクー･仕上九二四米叫〇四糎六〇〇克
(二)　冬向ポーラーテーブル耕地



設　　　計

程　糸糊　付

仕　　　織　　密

上　　　　上　　僅

重幅長工重幅長緯笈　緯

量　　　程量　　　糸　　糸

設

計

密　　　原

皮　　　料

麓緯糊経

糸伸糸

l入

人造絹糸三C)Cデニール晒染色糸]未開二五〇回加撚ナシ馴鵬鵬讐影山㌫針ル7撃-00回至警-回石壁糸九五-二五糎間

一'〇五C羽　l羽二本入

一糎間こて五本二三七六米九二'五糎六､七七〇克糊披柔軟仕上二四二三一光九一､四四糎六pl二九一克
(≡)　へピーリネン地

亜麻六五番(特殊精練)
】未加工空麻六五番生'柔軟加工糸九六､五糎閲1､四八四羽　1羽二本入

'TJJ..T LJ.,. 1[ト..㍗.

.∴:;+.i

設

計

仕　　　　織

上　　　　上

重幅長工重幅長緯

程量　　　糸量

ヽ

仕　　　織　　密　　　原

上　　　上　　皮　　　　科

長工重幅長緯濃緑湖岸

程量　　　糸　　糸伸糸

一糎間三〇本二七､四米九三糎四'六一二元生仕上二九｣〓ハ米九〇二七糎三'五二五竜
(四)　クラブツタネン地

亜麻三〇帯生(特殊精康)紹糊付経糸tl同汐一二七糎問地1九八八朝一羽一本入耳十二羽二本通シ一糎間1九､六本
五二'二一米1　1九､四糎7二'六七五義持腐生仕上五四'八米



設

計

仕　　　織　　密　　　腰

上　　　｣二　　度　　　料

重幅長工重幅最終濃緑糊経

程量　　　糸　　糸竹糸
L童⊇

Eヨ

読

計

尿

茅キ

頼経

付糸

二五'五糎

70､七二未完(五)　綿テーブル掛及履物表用生地　(其こ
瓦斯二〇番三ツ双生ナシ鮮糸三岡+,i

l〇四糎聞七三八羽　1羽二本入l糎間〓ハ本七四米九四､大陸二二､〇八〇克染色仕上七三､一五米九二四四糎二〇.二五〇克
(六)　綿テーブル掛及履物表用生地　(其二)

綿糸〓1番二本諸　シルケット加工糸紹糊付

二〇

仕　　　織　　密

上　　　上　　皮

重幅長工重幅昆緯筏緯

量　　　程量　　　糸　　糸

産糸三岡.･h九四糎問地1'〇六九祈　1羽i本人耳四羽一羽二本入一糎間一二'六本七五米八八'九糎一七'〇四四克糊張仕上七九､五五米九一'四四糎一六'九九八'七克

第七節　　内地向織物ノ改良及試験研究

喋内所蒔ノ鹿織♪白無地'白餅'甜緋'赤苧餅-編物､座布闇地､蚊帳基地各稽三旦夕最近不況ノ打撃ニヨク1舵業者.,頗ル困誰ナル事情ニ7-ト雄工二部研究的努力家ニアサテ♪頗ル優良ナル成績ヲ牧メツ･ア-｡即チ地風.意匠並二織物ノ組織等各縄新規ノ目標二適合スルキノ及堅賓ナル算用倍位ヲ有シテ粗製濫青二階ラザルキノ等苛モ時代適腰ノ製品エアプチ'1常三相皆ノ成果ネ牧メ得ルノ状況ナダース

､斯クノ如キヲ以ツテ本場(.常工各種新規製品ノ考案工努メ業者ノ参考トシ･3ツテ指導開蓉ノ資二供シツ

･アリ本年度武藤セル童ナルモノ次ノ如シ
1'舜り色上布餅

本轄J耕上布't白餅'紺餅及納戸餅ノ程度エッチ新規地色ニッキ研究ヌルノ必要アリ0本品rt高

二一



〓二

村ナル鋪鼠地色トン柄相二留意シテ製織セリ優良ナル成環ヲ得大イニ好評ヲ博セタ.

二'縞　　上　　布

紡積麻糸組物ヲ用ヒカ織桟製織ニヨ-薩摩上布ノ近似品ヲ試織セリ.京坂市境ノ講評ヲ得各種ノ縞柄卜整理風相二希望ノ点アリ大イニ其ノ生産ヲ慈恵セラレク-｡

三　数　　人　　餅

耕織三通艮ナル縮地風ヲ用フル事必要ニシテ之レガ試織ヲ行(タ唯成ルぺク小触薄地ノモノ三ヨ-清涼ナル鼠味ヲ作〝ヲ要ス｡

四'麻　明　石　縮

麻糸及絹糸ノ交織縮ニヨ-清涼ナル高級蘇ヲ得クリ.各種ノ利用二者シ頗ル有望ナルモノナク.

玉.座　布　園　地

座布団地トシテ新規地風ヲ得ぺク試製セリ本品♪未〆精雅味二欠クル所アルヲ以ツタ吏二手紡ノ混織又rt特殊栢糸等ノ利用ニヨリ考集ヲ志シツ･アクO

六'座布囲カバー地

カバー地ノ需要益々旺盛ヲ極メツ･アリテ高級品トシテ.1普地方′産品需要多シ格安物トシテ'1金巾地ヲ利用スル程度ナルヲ以ツテ此種J連騰品-シテ試験セ-0

〓)　鍵り色上布餅

設

計

原

料

緯糊鐙

糸付糸

亜麻〝〇〇番晒ナシ地糸ラミーl二〇番耕ラミー一〇〇番

仕　　　織　　野

上　　　上　　度

量幅昆工重幅長緯旗

畳　　　程量　　　糸

計

ヽ

仕　　　織　　密　　　原

上　　　上　　度　　　料

工重幅長緯　蔑　緯糊経

程量　　　糸　　糸付糸

四1糎阻六C四研一羽二本入
一輝間二九本一1'七四米四〇粧四一二元ピースヤーセライズ仕上一一､三六米三六'三六糎四〇五克

(二)　薩摩上布試験ur.; njl麻百六十番一本糊付(不溶性)ラミー百二十番一糎十九解一糎三一'六本一二三六米三七糎四七五克サツマ上布仕上

〓一.｣~‥ー=~111~子1_



設

計

重幅長

量

仕　　　織　　凍　　　原

上　　　上　　度　　　料

重幅良工重幅長緯濃緑糊経

量　　　産量　　　糸　　糸村糸

一一'七米三九糎四〇1克
(≡)　数　　人　　餅,

瓦斯八〇番双晒1本加工
綿糸四rLl番単糸二光間一､五〇〇回加熱)四1糎問充八四朝一羽二本入i糎間二八､五本一l t三五米三九糎四六一元締加工仕上一二五二米

三四'三糎四八七克

設

(四)　鹿　明　石　縮

計
糸　　刺美二一C番晒(左撚)

仕　　　織　　密

一上　　　上　　皮

重幅良工婁幅長緯度緯糊

程量　　　糸　　糸価量

設

計

ヽ

織　　密　　　原

上　　皮　　　料

幅長緯歳緯糊霞

糸　　糸附糸

一本加工生糸1七中四本合　1米間三.六〇〇回加燃l糎間i四'五羽一糎問三1p七本
四1､1.五米九〇､二糎三'〇三四亮

･hポヨセ'精練晒仕上
四′米六九二糎二'七三〇克

(五)　座　布　団　地
絹麻六〇番チ;i絹巌六〇番七〇糎間五八〇羽一朝二本入1糎問1七､七本一二'五米六人糎



責　ほ

設

計

重幅長工重

程量蛋

仕　　　織　　密　　　原

上　　　止　　度　　　料

重幅良工重幅長韓麓緯糊軽

量　　　程量　　　糸　　糸付糸

九四五克ピースマ-セライズ仕上1二二米
五八.二二二糎九五六克

(六)　座布囲バカ-地
克斯六C.番双生紀糊付加工綿糸1六番単糸(不溶性一本糊付)六四､七七糎問地七〇四朝

一糎間1八本
〓ハ､六米

六三'三糎
I t三三i克生仕上7七､三七米

五七.17糎
i r二五二義

圭暮trト▲　--

二六

1羽二本入､耳l(IJ勿　1羽三本入

第八節　　絹麻生平ノ新規品試験

絹麻生地ノ供給産地トシテ本棟),其主要ナル地位二宜チ今ヤ盛夏着尺界ノ目標品トシテ冬物銘仙二封立スルノ地位二進･･,タブー雄モ本品ニシテ漫然之レこ安ンズルガ如キアラtrt何時力叉時好ノ倦怠二逢着ス〝ナキヤ此ノ点三関シテ♪斯業者タル毛ノ長考深甚ノ考究ヲ要スル所ナ〝ヲ慮フ本題♪之等二伸キ各種J試廟ヲ行ヒッ･アリC　本年度試凝品中左記各種ハ大二市場ノ好評ヲ得　直チエ多量′注文二接セルガ如キ絹麻織ノ前途トシテ't新規地風ノ工夫一二段ノ考慮ヲ望ンデ止マゲル所ナ--スO.

二)　綾　　　　　地

計

織　　密　　　原

上　　度　　　料

I ､仕　上

重幅長工重幅長緯筑緯糊鐙

群星　　　糸　　糸附糸
l妄1

巨∃

絹鹿八0番生ナン経糸二全.･L四〇'末糎間四八〇羽　1弱二本入]糎間二二二七本一一三二ハ米三九糎四七二元晒仕上一二三六光
三六､七四糎四三五克

.I A..　･I/　　　　　　　-　-･･　･　　l.1-　●1.く1,一.11　】ーr　_



設

計

仕　　　織　　据　　　原

上　　　上　度　　　料

重幅長工重幅長緯麓緯糊軽

量　　　程量　　　糸　　糸骨糸

(二)　太糸高配及摩り高配人
絹麻八〇寄生ナシ絹麻八〇番生'刺妻四ハ)番生　二本合セ四〇'五糎間四八〇羽

1糎間二二二七本二三'二九米三九糎九一九元晒仕上二三､三米三六､二二ハ糎八二九克

l羽二本入

二八

設

計

仕　　　織　　密　　　原

上　　　｣二　　度　　　料

重幅良工重幅長緯蔑緯糊経

程量　　　糸　　糸付糸

(≡)　壁　高　配　人
絹麻八〇番生ナシ絹麻八〇番.刺美四〇番生刺美一二C番ノ壁撚糸

EiL
E∃

四〇'五糎問四八C,羽l糎間二二t l七本l一'三六米三九糎四五〇克晒仕上一一､三六米三六､ここハ糎四三t克

一朋二本入

第九節

ヽ

絹麻生平ノ製織能率チ向上セシムペキ各細目二封スル試験研究

夏期服飾界二於ケル由麻ハ冬物二於ケル銘仙ノ如ク今ヤ流行ノ中心ヲナシヅ･轟々需要ヲ高メツ･アブ而シテ之レガ生産ハ.賞二本醸ヲ以プチ最トシ大凡全塵紙J七割以上ヲ占ム.依ツテ之レガ品質ノ向上改良卜生産費ノ合理的低萩ヲ期スルrl麻織ノ前途並二産地費展ノ薦最壬婁要ナル問題ナ-トスO元来本邦

二九



三〇

織機界二於テ♪本品こ封スル専用的特殊機構ヲ具備スル績機ナク綿用織機ヲ･3L7代用シツ･アル毛各賛
l義.h･t筒ホ不満ノ点ヲ有シ徒ッテ種々ナル点二改良工夫ヲ要スべキ部分少ナカラズ'依テ是等ノ諸点二村キ各種ノ工夫研究ヲ行ヒ賓地的比較製織試凝ヲナシ各部ノ影響卜利等得失ヲ調査シ雷業者ノ生産能率ノ埠進卜品質向上ノ資二供セ-｡其概要次′如シ本試験三富り先ヅ左記改良事項ノ研究ヲ行へり七

第}　ラミ-生年製織二封ヌル改良事項第二　経糸ノ切断ヲ招クペキ原因ノ調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･夢二　織痕ヲ生ズル原因1班第四　綴付ノ際ノ注意一班第五　ラミー生年製級二於ケル停止回教時間及能率

第一　ラミー生年製織一l封ヌル改良事項

〓)　原糸二吸磁性姐滑味ヲ附輿スル事
ラミー加工糸,,相曹硬直卜成レルヲ以ツテ製織上経緯糸英二柔軟胤滑味ヲ附輿シ製織中ノ経糸切断及ビ練糸ノ解レヲ良好ナラシメソトセヮ｡耳繋織成電･,此加工ヲ施す･･ルモノニ比シ細管優秀ナル結果ヲ得クリ然レ共加工方法度合悪シキ壊合I,却ッテ毛羽ヲ生ズル爵ア-O東歌剤中原糸二威滑妖ヲ輿フルモノ尤花成積良好ナ-O娘棒ノ如キrt

右ノ目的二添ヒ得可ク而シテ尤モ簡畢ナル方法ノ一ツナリ,0緯糸二柔軟味及ビ風滑娩ヲ附輿:事,t織耳ヲ整ワシメ･或･･緯糸ノ切断ヲ防グ等効果甚ダ多シ｡

(二)　糸　　結　　ビ

軽糸ノ切断原因中三往々紡績骨撃IS,ケル糸結ビ不完全ナル虜製織中解クル畢アリ｡是.t巌糸ノ硬

■トもr_I

▼

r∵工.A.∵'･

荘性ナル結果こシテ其結ti)日ノ締メ方窟シキ食ナク｡結ピ糸ノ端ノ畏サ二分以内トシテ切断シ指エテヒ.ネリ勇二成シ置ク事､筒尤竜良好ナル結ビ方'1棟結ビナリ0麻糸ノ如キ硬キモノニ於テ樽I]必要ナ-0

(≡)　整　　　　鮭

織幅1六時四分ノーノ場合整経巾二八時四分ノ三ヲ適度-ス右ノ程度二於ケル整経巾尤毛結果良シ此ノ程度ヨり虞クスル時.t耳糸ノ押捺毛羽立ヲ多クス.整軽蔑二羽二本入レJ･ヌル事最モ簡易ナリ元凍一本入レヲ理想-スルモ斯クテハ麓羽密度埠大ス〝虜緯糸ヲ嘩擦シ毛羽ヲ埜ズル虞レア-O而シヱl哀乃華四本通人スル串rt糸ノ重ナ>･又'l拐ミ食ヲ隼ジテ糸筋ヲ乱シ製織二際シ｢綾ヅマリ｣ヲ凍
ス原因-ナル経糸琴逸シ',出凍得ル限り軟カク巷ク事ヲ理*.トシ幹分ノ緊張ヲ加へザル撃､而シテ其ノ巷方ヲ綾目等トナス事良好ナク.瞬前記整妊幅ヲ族ゲクル結果経糸ノ密接ヨ-生ズル毛羽克糸切レヲ防グト共二比較的｢ビーム｣ノ直経ヲ紳クシテ多量ノ疋歎ヲ巻ク畢ヲ得

(四)　｢シャツトル｣J･其緯糸抱容量

普通織機二適度セル　｢シャツ･･Lル｣ヲnタ以上大ナル物二換へ是ヲ使用セントヌル老アルモ斯クテハ開口装置ヲ横大ヌルヲ要シ是レガ名鑑糸ノ緊張度ヲ高メ切断ノ原因ヲ多カラシムO敬二梓',成可ク其形状大ナルモノヲ避ケ而シテ其ノ内部ヲ掻グ以プチ緯糸ノ抱容量ヲ曙サンメ肘事得策ナ-｡此ノ方法ニヨル普通｢シャツト〝｣ノ内部ヲヱグブタルモノヲ使用セ〝ニ木管ヲ延長スル事ヲ得緯糸量約二割ヲ塔等セリU一人ニテ数台蓮特セル場合二管膏へノ時間ヲ省キ得ルガ故三相嘗ノ好結果アリー認ム,J

(五)　軽糸停止装置ノ研究

ラミー生年ノ製織上尤モ戒心可キ.1織庇ノ点ニシテ斯ル織物.=綴糸停止装置ヲ使用スル専緊要ナリ

三一



ニ⊥一

而シテ是ガ採用ニヨ-｢職工ノ受緯増台数ヲ曙シ｣｢警叩,,警護ヲ籍ル｣-共ニ｢工事′疲脊ヲ少ナヵランム｣効果アリ0両シテ霞糸停止装置Jt左記ノ事項-表意シ撰定常警ルコ-必要ナリO

ィ.ド｡ヅパIrt糸ノ通人ノ慶節基地糸ノ押捺スル所〃韓二磨キアルモノヲ選定スル事o
EIP経糸切断ノ個所ヲ容易二探シ得ルモノ爪も八､機掛ケ其他工際シ取壊簡軍ナルモノLTェ'1.梓運動毎二敏活ナル働キヲ成スモノ0東､取付位置.t成可ケ綜統ノ近クエ取付得ルモノOへ'ドBツ'',-ハ時々磨ク事.ト'｢エ44;タワー｣ノ如キ周滑瑚ヲドBツ4,,-ニ塗附ス事モ亦効果アサ巧

へ六)　綜枕及其枚数

綜禦普婆70競程度ノモノニテ長サ70時gI卦ノ壷ノモノ尤モ使用二倍ナ-｢メール｣ノ天讐左囲ノ如キモノヲ撰定スル串

メ　ー　ル　ノ　囲

-=--=日常　てル天地戯苧ルキノ良好糸筋.掃昌等容易こ通

過ス
メールエ風味テ挿さずルモノハ節等ノ適遵テ妨ゲ朱多ノ事故優生原田チ作ル

淘iiiiig11

筒使用綜枕牧歌'1四枚ヲ用フル事尤モ良シ通常｢ダブルシエツト｣ト稀シテ1枚ノ枠一丁7二枚ヲ乗ヌルモノア-然レ共畢ナル二枚ニチハ綜舵メール近接シ揮擦多ク経糸切断ノ原因トナ〝｡

(七)　回樽数ノ適度及ビ廼吏度

織機固持数(.夏季温限度ノ高キ時季.ニ於テ.,増大シ冬季/如ク低渦乾季ニアリテハ猿少スル事肝要ナリO即チ　五'六.七､八七九月迄ハ増大シ　ナ.十二十二t I.二､三'四月',猿少ス〝串O但シ其年ノ時候ニヨサ参酌スル夢.t勿論チタ.bI樽教ノ適度't　｢使用原料｣｢工手ノ技術｣｢機械ノ構造｣等ノ如何ニrnyテ多少差異アレ共'大体完全ナル繊製織機エアリブハ好時季ニテ百九十乃至二百回他季エアプチ.I l乃至二割ノ減輯率ヲ見テ遠雷ナグトス0

∫

(八)　温濁度ノ影響

渦度並二温度ノ能率二度て影響甚大ナル結果各工場二在-テ二多ク噴霧機其他是二滴フ可キ施設ヲ見ルモ一般二温度ノパーセントヲ高ムル事ヲノミ念Jlヌル傾向アリ(:二花凍ラミー製織二封シテ尤モ製織硯率ヲ高ム可キ季節二年中山ハ月七月頃ヲ最良好トス0　両シテ是等卜全様ナル成績ヲ他ノ時季二揚グソースルモ現今ノ工瑛二於テ行ル､程度ノ施設ハ到底六.七月頃卜全様ナル温温度ノ億件ヲ件ワシメ得ずルヲ以テ成可ク是二準ジ得可キ合理的方法ヲ探ル必要アブO蓑工於テ最竜注意ス可キ't水蒸気ノ含有量ニシテ製織能率ヲ高ム可キ原因ノ多ク♪温度並二温度ノ適度チ,.例へ.I,湿度ノ.メ-セントノミ大ナクトスルモ温度低キ場合'1大気中ノ水蒸気/含有量rt温度高キ場合ノ同.I,-セントー比較シ.1ルカニ少キモノナリ左工其ノ例ヲ揚グo

乾

球

寡

｢｢

硬計示度　(華氏)



湿　度　fr,-　セ　ン　ト客気中二倉マル,水蒸気量ノ劉

斯ノ如ク各温度ヨリ見プル温度ノパーセント同様ナルモ其合着量二軍7甚ダシキ差異ヲ見ルヲ以テ温度ノパーセントノミヲ見ルJT誤レルモノ上言7可ク同時二温度三野ヌル注意ヲ竜怠ラザル事肝要ナリ左二表記スルrt啓出場暦年ノ軍学ノ油糧度並基束中/水蒸束含有量.I部ヲ空不セリ.

･Lチ併セテサ二月中旬ノ状韓ノl

五月卒均六月卒均七月中均
十二月中旬

乾球示度(

lil(.′こ

ltt一■一一一一1_rLW曇●▲　ー　■t_hlt一_l■t

束中線蒸泉

割　合

午　前　i

ん十　山凱

午後午　前午　後
と丁　前

午　後

筒冬季工場♪前越ノ如ク噴霧器並工暖房等ノ施設ニ

ヨタ能率ヲ高ムルー共ニ工場内ノ客気卜外気ヲ追

節シ成可ク客束ノ動揺ヲ防グ寧必要ナ-U碑文乾燥烈シキ場合♪棟械二吸轟装置ノ収骨ケ其他糊剤等′加工叉可ナウ0

第　二　経糸切断ヲ招ク可キ原因ノ調査

ラミー糸.1他種原糸二比シ其製織二普り経糸ノ切断ス〝程度頗ル多シ斯･ル原因ハ繊維ノ性質二依ル事モアレド多クrt類節其他ノ紡鏡上ヨ>凍ル窓結果､並二糊附加エノ適否二依〝尊宅多シ今左二切噺原因ヲ有スル原糸並二製織工程中ノ暮化ノ状態チ固示セン｡
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三六

右ノ如キ結果ハ之ヲ紡績愈敢及ブ各関係方面一二ポジ以テ其改善ノ急静タルヲ記ケクO命是ヲ工場二於テ除去センエ',｢クリヤラー嘉イド｣ノ如キモノニnタ繰返シ中節収-ヲ行フカ或'1整経中日立チタル節糸毛羽糸ヲ除去スル事-言-製織成績ヲ薯シク犀良ナラシムルコトヲ待

袋　lニ　織痕ヲ生ズル原因l班

二)　織　　　　　段

織段.,｢織機ノ造出シ装置ノ不完全ナルモノ｣｢巷駁連動ノ調子悪キモノ｣等ヨタ生ズル専尤モ多キヲ以ヅテ常二枢要部ヲ注意シ給油其他掃除等ヲ怠タラザル事肝要ナリ例へバ緩り出シ運動ノ積極的ナル機械｢豊田式'鈴木式｣等.t各部運動ガ軽快鳳滑二働キ居ルヤ否ヤ滑極的二送り出ス機械｢野上式｣等ニアリテrt書錘ガ適雷ナクヤ否ヤ又rt　｢ビーム｣　ノ心ノ歪ミナキヤ婁錘吊り銭ノ接触面正シキヤヲ検スル桂注意スル事必要ナ-｡叉巻取り装置ガ完全二一歯宛造り居ルヤ各組合七歯車ノ噛合ヒノ適否等ヲ詳細二検査メタ必要アブ0備図時班多キ時ハ往々織段作グ梓投連動三悪結果ヲ凍ス｡

(二)　耳　　　　　賦

｢ピーミソ〆ノ際等カニ於テ耳糸三蔵低ヲ鐘ジグル壊脊｣｢木管ノ巻方不同ノ場合｣即チ膏鍾J軽震或ハ綾板等不適ノ結果製織二際シ緯糸ノ解二不同ヲ凍タシ耳組織ノ均一ヲ映ク｢節多キ糸或.1不良結日多キ糸号俸用セル時｣斯ノー場合'1簡其他結ビ目等二於テ緯糸ガ解グル･際引掛り､｢耳引ケ｣或.t緒糸切断ノ原因-ナル　｢粁糸ノ張力碍覇二過ブル場合｣｢好ノ糸口患シキ場合｣｢不嘗二毛皮ヲ貼ブタル場合
｢投静ノ運動強キ場合｣石ノ如キ',何レ屯均整ナル織耳ヲ待ラレズo

(≡)　経糸切断ニヨル妊

｢冬季ノ温韻度低下セル時期.二本ノ切断糸ヨ-教本切断ヲ招凍スル事多ヱ欺ノ如キ壊合ハ鏡敏ナ〝経糸切断停止装置ノ使用ヲ要スO　｢開口連動二於テ其開口ノ不同或ハ過大ナル場合｣開口運動ノ二｢ビック｣即チf循環中二綜枕ノ釣夕方窓シキ名大.小二楼ノ開口ヲ作ル時ハ其ノ大ナル開口ノ場合縫
糸ノ額力強ク名工切断ス｡叉何レノ場合竜開口過大ナ〝時rT切断多シG普通開口′大キサ'1｢シャツj･ルレース｣ニ於テ使用｢シャツール｣　ノ高サ二十六分ノ一乃至八分ノ一時ヲ加へタル程度ニテ可ナク｢匪糸停止装置不完全ナル場合｣経糸切断後二三回ノ投静連動ヲ成メ.時't切断糸ハ他糸t..揚り教本ノ

切断ヲ招ク｢節多キ糸毛羽多キ糸｣節ハ綜枕メール旗日等二於テ引掛グ毛羽多キ糸'1加工不充分ヨ,凍ルモノニシテ他糸三協マリ各々切断ス.｢余リニ罷免多キ場合｣　製織中毛羽ヲ誘馨ン切断経引ケスクヰ等ヲ生ズ｡

(四)　経糸ノ引ケ痕

最モ多キ.)　｢ビーム｣上ヨ,綾棒II壷ル問ノ糸筋ガ節又rt緩ミ糸等ノタメニ互ヒ二番･･･合ヒテ綾｢ブマリ｣ヲ生ジ数秤製織ヲ持病シテ然ル鎮自然二解ケ或.1工手ニヨ-テ解カレクル場合tlシテ犀糸.t切断セゲル毛綾ツマリノ填所.1布面ノ均1ヲ駄キ整理後宅間カニ庇ヲ残ス.使用綾棒ヲ可成り太キモノヲ使用スル事三Pグ或程度迄ノ綾ブマグヲ除キ得:7簡閲口中二係ラズ節糸毛羽糸其他屑糸等ノ綜枕前後二於テ揚マルコトアリO　斯カル場合モ亦経糸引ケヲ生ズ.整軽セル｢ビーム｣ノ鮭糸面二凹凸アル時.t織布-二健ノ経引ケ登ズル串アタ.

(五)　柿　　　　　間

静間晶系ノ切断セル場令｢ウェブ三上ク｣ノ働キ未完雪シテ停止セズシテ再ビ緯糸ノ製織セラル･時或.t　｢ホーク｣反封側ニシャツトルノ走ル時切断シ再ビホーク側二走〝時練糸ガ織り込マル･場合生ズルモノナタ.又織合セノ際工手不注意ニヨタ柿間ヲ生ズ

第　四　　織附ノ際ノ注意一班

三七



三八

7'織機各部ノ掃除及ビ注油ノ事二'蔑ノ前進極度卜綜就トノ間ハ成可ク近寄セル事三､機掛二際シテ♪糸ヲ切断セザル様特二注意ヲ用フル事此際.1多ク糸筋ヲ乱シ織終迄支障ヲ凍ヌ四'織前カジグケ.t何リノ部分モ一定ノ張ヲ保クムル事五'梓造'1正シク梓箱卜直線トナス串六'開口ハ成可ク小サク伺前後綜舵英二同一大キサ-成ス事七'織始メエビーム上ヨタ綾竹迄ノ糸筋ヲ正ス事然ラザレ+'t｢綾ヅヤク｣　ヲ生汐織終,迄悪影響ヲ

及ボス｡

次二上記各項三旦ル牲意事項及研究要項ニョ,賓地建崖試駿ヲ行ヒ製織停止回数及其絶時間ヲ表シ而シテ其/織上長サト製織能率ノバ-セン-ヲ表示スル専攻ノ如ン.
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第十節　　農村副業紡織ノ奨励及講習卜賓地指導

本煤塵､麻布',舌凍農家ノ副業トシテ費蓮シ森下重要物産トシテ重囲二喧樽セラル‥一重タ.白無地'耕織'編物'座布勝地'蚊帳等各種ノ製産ヲ見ル三重リンガ業界ノ進歩卜英二先ヅ蚊隣地',動力機ニヨクエ壊組織トナタ次ヂ座布団並二白無地ノ加キ今ヤ工場的工業三井レ+,t経費不可能トナリ叉之レニ依而蓉達ヲ期シ得ルノ状態トナレク0従而農村各種ノ副業萎旗シ経済界ノ不況卜相侯ッテ今ヤ上下ヲ通汐農村経済ノ振興二焦慮研究ヲ傾頭シツ,アルノ現況ナタトスO然ルニ近江麻布餅.1織紡糸′柄合組立ノ関係卜動力機二披ヅ館.1ザルモノニシテ手械ニヨ-テ生産ヌルノ必要アブ.而シテ本品.1逐年本場ノ主唱セル細糸優良柄ノ生産ttヨタ近年匙生的名撃ヲ揖グ業界不況ナル今日生産ノ不足二惜ミツ･アル.1拘二喜ブベシ故ヲ以ッテ本場ハ之レガ指導普及三関ン各種ノ努力ヲ沸ヒ麻布組合卜協力シテ本場二講習禽ヲ開催シ又地方町村昏局卜共同シテ集合的侍習所ヲ設ケ生産ノ曙加も副業ノ普及二努メ良好ナル成績ヲ牧メツ･アリ0倍引綬キ各村啓二逼カシメソース本年度侍習生'1別項工之レヲ揖グ

第十一節　　組織準備工程二間スル試験

麻耕織二就テ,1前年二於テ古来ノ下機ヨク是レヲ高楼手機二改良シ生産車ノ据大-製織技術ノ修得ヲ容易ナラシメ漸ク重役的普及ヲ見ルニ萱ブタルモ其準備工程タル新巻キ其ノ地下掠ヒ方法ニアリテハ7部

､今何番凍ノ｢サミAy｣-稀ヌル不生産的ノ方経二依モノ多シ.而シLh紡織去就テ二前項記載ノ如ク漸

次優良耕ノ生産ヲ必要トシ徒プチ柄組ノ撒密ナル且ツ精巧ナル下拝へ一言ヴ以ツテ製織能率ノ向上ヲ計ル事ヲ必要トヌル二重レク.是レこ鑑ミ本坊rl尾洲方面二行♪ル,ガ如キ笹､餅糸ノ翠燭ナル｢箱巷キ｣

四】

l･



四二

印チ地産餅産糸ヲ分離セル二重ビーム法二依ル整軽法ヲ賓駿セリ0両シテ此ノ方法ニTPル時.t巷キ方容易ニシテ且ヅ壊所モ1定ノ所ヲ要セズ製織亦容易ナルヲ確メタ〝ヲ以ツテ1般希望者ヲ集メ｢箱等法並二製織法｣ノ講習禽ヲ試ミタブ筒此ノ方法二軍スル機壷.t現今使用ノ高機工一部改造ヲ行7カ或ハ尾洲地方二於ケルガ如キ問丁長キ機婁ヲ使用ヌル革可ナレ共尾桝地方ノ高機.1機董面積大ニシテ筒他Il不便ナル点アル名メ是二改良ヲ加へ利用ノ範囲ヲ伊ナラシムル様ニシ使用メル準備工程其他ヲ表示セ.rt次ノ如シ

ル事ト七夕.今T箱巷法｣ニス

原糸{…地糸ノ整経i.

糸(霞)

{
綿　糸--絃　糊麻　糸--二本加工

Å鮒紺納首且汁漬機械豊艶｢問丁短カキ機蔓ニチモ綾下り良好)手整鮭(綾竹ヲ時々下ゲル要アリ開丁長キ方ヨシ)

慧餅掠エ-整経詣噸維: =帽力均完置使用TI｢染且か-ル針窒完押シ-蒸シ官括り(牌諸相讐-糊附-緊要塩基

典餅枠等(紐状餅糸二撚ノカ‥フゲル標注意)片蔑通シ(旗羽ノ片方(天)J固定セずルモノ)

所要ノ餅ノ通り教二分ヅ

箱巷工程

荒麓通シ(紐状餅ヲ五-七二分割ス)綾棒大レ(同　　上更三郷カニ分封ス)巷題シ　箱枠二名取ル(柄合セ't事及機械取付ノ調節器一ftヱ

緯糸---見当ル細染､瑠シ峯fI糊樹(薄糊)-(湖輔過--機掛ケ　=　迫綜過渡

巳:ヨi巴≡:≡

四足地･髭｡.蒜糸ノ本警ケ地糸ヲ鷺
経糸全部

･T.:Y｡ ･鮮紡糸ノ本､警ケ地糸ヲ鷺首ノ警無地)題糸ノセ-

l=i緯糸ノfT(f霊訴鮎什〝}

=経糸餅ノ割込必要ナル紡糸ヲ地糸卜結付ケル=f

ー｢笹地糸ヲ切プチ結ビ鍵へル=製　織

本法ニヨサ製織ヌル時,,柄崩レ等少ナクシテ而モ細密ナル柄合′製織二滴シ成績誠二良好ナタ.

第十二節

質擬鹿答並二件数及宴地指導

〓)　質擬鷹答ノまナルモノ

原糸布強伸力槍定三園シ工場設計三関シ織機蓮稗三関シ(賓地指導ヲ竜合ム)新規織物:闘シ(織物設計ヲ竜食ム)

･人絹利用織物三関シ

耕織物工蹄シ.tンカチーフ織物三園シ準備梯及整経三園シ(賓地指導ヲ毛合ム)諸器具注文先三園シ

九　　件千-件二十四件十七件七　　件

件

六　　件二十l件四　　件



払糸三関シ糊付加工ニ師シ(賓地指導ヲモ合ム)
1般麻織物三関シ経捺庭着尺地刺美生年絹戯夏柁具裏地毅ヅモス-ン着尺地　(商　品一人絹蚊帳地ラミー見服地　(商　品)綿座布鳳カバー地緬座布園地履物用裏地錦一71ブル掛地ラミー変り組織ワヰシャツ地　(商　品)トブラルコ滋賀絹ワヰシャツ地　(商　品)絹麻奄拓　(商　品)覇麻疑り壁甲　(商　品)

計

八三　十十八三　二二三五三五二

九四

件件件倖件件件件件件件件件件件件件

二〇〇件

第二葦　　整　　理　　部

㍗

第　i　節　　絹麻縮優良整理試験

感夏用高放硯表地-シテ蒲酒ナル風相卜地風ノ美化｢シポ｣′配列等rl整理ノ工程及順序按配一一起因スルモノ多大ナルヲ思ヒ本試験ヲ行ヒタブ｡結果良好ナ〝モノ概略ヲ馨グレ',1次ノ如シ｡第　一　方　法

克斯焼Lj語等｢シボ取ク｣｡精錬.晒o張干燥(温室内).'幅出(手張)0

第　二　方　法

瓦斯焼.糊抜1シポ取り｣.精錬.)晒O天日干煉｡幅出(機械)

第　三　方　法

克斯焼o龍巻｢シポ取タ｣(第'1方法)o精錬｡晒O天日輩干燥r第二方法)o幅出(第二方法).

第l方法中篭等ノ方法…ル｢シ空♪配列及連府等整然タil毛渦室内一lテノ張干燥並二手荻ク…ル幅出等.t長時間ヲ要ヌル食紅幣並tI能率上面自力ラズ第二方法中｢捷ミシポ｣｢張シポ｣ノ二方法芸同級品ノ加工･Lシテハ宴｢シポ｣ノ中断ヲ生汐面白カラズ第三方法ハ第一'篇二ノ方法ヲ折衷セシモノニテ良好ナル結果ヲ得クリ｡

章二節　　麻織整嘩糊料及工程二関スル試験

麻各種織物二間戚発揮並二掠煉アル鼠相等ヲ具備セシメ益々麻織ノ純性ヲ馨揮セシメ品質ノ向上ヲ謀ルペク糊料及薬品並t;加工方法ヲ接配シ本試巌ヲ街ヒクリ｡各試巌ノ結果良好ナルモノヲ拳グレバ次ノ血

四五



四六

シ

A　高級麻洋服地

桔凍.〒燥o瓦斯焼.吸堤(浸透劃しビープヤーセライズ桔野晒,J　クオーターマング〆,糊干旋:Iビートリングrj幅出(デッキング)｡ペ-.rtIカレンダー

B　麻　手　巾　地

精練｡瓦斯焼o精錬｡晒oクオーターマングルo干燥Jピー･1リング｡幅出(デブキング).ベ-メカレーンダー

C　麻　着　尺　地

克斯焼.吸温.'iJIスマ-セライズO酸通｡干燥o幅出

D　鹿　硯　衣　地

元斯焼o水温シBIル巷C楊柳｡｢シゼ取｣精練o晒r?張干煉り幅出　　　､

各機ノ操作時間0度搾rJ蒸熱度糊料薬品等ノ度合.t織物ノ種類二依り加減ヌルヲ要ス

第三節　　綿及麻ボイル地整理試験

湖西高島郡地方ノ所産ノ綿ボイル地.t本場指導ニヨワ益々其聾慣ヲ揚グッ･アルガ之レガ整理モ亦一段ノ研詩ヲ積ミ軽快ニシテ涼塊アル擬麻風仕上加工ヲ施シ商品トシテ益々好評ヲ博シツ･アリ今前年度ヨ

臆綾研究試験ヲ重ネタル結果l見桑欺エシテ充分ノ髄戚ヲ有シ優良ナル鼠相ヲ得其概要左J如シO

一'普通整理加工

瓦斯焼.吸湿加工｡ピーヤーセライズ加工｡糊付加工仕上

一'騰殊整理加工

普通整理加工ト真ナル点蒜撃壷透剤ぺネトールヲ使用スル点卜仕上二於テ擬麻加工ヲ施ス点トユダテ結果良好ナタ

第四節　織布エンボツシJグ整理二関スル試験

近時夏向織讐組織,地風英二急激ナ〆噂好J担任ヲ漆工撃壷体的風相ヲ好ム向多シ.依プチ之レガ加工法ヲ研究シ地方織物二族用スペク本試凝ヲ行へタ.成蹟優良ナルモノヲ拳グレrrI次ノ如シ供試品本場機織部試織品lt　ふyポッyyグクレープ地

経L　糸緯　糸

克　斯　糸A仝　　上B仝　　上

一〇〇番一〇〇番

四〇番

一米二'000加裕一米一'五〇〇加撚

織仕エ

上上

程幅幅

義
斯
焼
○

三二

水通ロール巷｡

八時九時
エソボクシング｡｢シポ｣取り｡晒.糊付干燥o幅出

水通･1tJ際ジ加撚糸ノ収縮セゲル棲急速望テ｢P-ル｣壷ク巻付ケ｢三雲ン〆｣加工二移ス｢言辞ツ･"〆｣ロール上下共銭製二時1rl健)…孟義-加熱シ歴搾…サ織布二印捺ス之レヲ雪｢芸｣取り晒上グ糊付加工ノ上仕上グクルモノ優良ナル成績ヲ得タブ.加工中警研究ヲ要ヌル点パ　一'水温シ二'雲　　井　餅

｢BIル｣巷｡二'蒸熱ノ度合｡三､｢ロール｣厘搾程度等ナク｡

轟　糸

克

八〇番



緯地糸緯耕糸織上幅仕上幅工　程　瓦斯焼D霧吹｡エ

叫八

四〇番　7米六〇〇加撚四〇番鯨1尺〇七分仝　九寸三分

ソポッシソグロール　(上磯製下ぺ:'lI)糊抜｢シボ｣取ク｡糊付干煉｡

幅出:A

右ノ工程ヲ按配シ仕上グクルモノ優良ナル結果ヲ得タ,

第五節　　質擬蕗答ノ王ナル事項卜其件数

鹿ワイシャツ地整理ニッキ加工綿糸.,ンカチーフ地整理ニッキM絹榊交響撃;辛朱子帯地墓相及整理ニッキ綿廃交織締整理ニッキ整理糊料鑑識方法ニッキ虞幅着尺｡綿ボイル整理tI.ヅキ苛性曹蓮溶解並二濃度ニッキ防水剤ニッキ輸出帽子地整理ニッキ卒｡縮座布園地並-)同カバー地整理ニッキ

七二一三一三四六三一五

〇

件件件件件件件件件件件

経糸捺染風呂敷地整理ニッキ布重機械ニッキ
･,tスケツ-トロンクオーク地整理ニッキゴロス整理ニッキ綿蚊張並二蚊帳ノ緑地整理糊料ニッキ着尺地整理ニッキ沓下起毛整理ニッキ偉年整理ニッキ海藻麻加工ニッキ麻織物苛性整理ニッキ

計

二四一一六六一一一三

件件件件件件件件件件

六七件

麻入鹿入鹿

第六節

胃シャツ地整理試験
･#

綱着尺地仝服　地　仝

依挽試験ノ壬ナル事項卜其件数

五　　件九　　件大　　伴

綿ボイル地　仝　上虞幅　滋賀絹トブラルコ　仝　上虞幅綿布　仝　　上虞幅ドpyクオーク地　全　土

〟二四二

七件

件件件



人絹毛壁織　全線クレープ地仝風呂敷地　　金蚊帳及緑地ナプキン地刺美惜子地

仝仝仝

綿ポブタン地仝絹鹿友輝カーテン地

仝仝

エソブロイダー仝座布園地　　仝

計

上上上止上上上上上土上

六一一一一一一三三五二三

七

件件件僻件件件件倖件件伸

第七節　　俵損加工種類点数

甜紺自座白亜

布
無
圏

縞耕地地新卒

四六'九八九反一五､八七二反I f.九九九反

六'八八五反二'七九五反二､〇三九反

座布囲カ

JT

覇権錆雄株紘綿威風痴Aエ

着
シ

ャ　　衣

帯　ナ　服綿

呂手
絹

ンブ

朱
交

織巾敷ッ　　　尺

戯地地地布地地地耕地子

ロイダー-

千

適地地地

計

一..エハ四三反
二〇〓ニ反

六五i反六〇九反五九五反二二〇反
六七反

四九八'五七一光
六六七八三五米

四.二二八米
二九五八兼

山､二五い光

二二〇七釆
五t入来二四五米

二二i米

六a五六八本
九二二八八反

事七四'九四四衆

六五六八本



五二

第三葦　　染　　暗　　部

第　7　節　　藤蔓ノ簡易漂白試験

本件篠細工額rt近年薯シク進況ヲ示セクト壁モ従来其ノ原料晒蔓ハ卓然他地方ヨ-移入シツ･アリ而シテ該晒蔓ノ白サ其他ガ直チエ製品ノ品位ヲ高下シ本業改馨上至大ナル影響アルエ鑑ミ牧内二之レガ生蔓ノ漂白加工ヲ熱望スル業者多キヲ以ツテ本試験ヲ行ヒ塵考工費セントス｡工程ノ俸易ニシテ結果優良卜認メタル方法′要領概ネ次ノ如シ

一'精　　　　錬

次記割合ヨワ成ル精錬浴ノ揖氏八〇Ⅰ九〇度中二於タ的TL.二時間操作後充分水洗稀塩酸二浪.･L吏二元ク水洗シテ一旦干燥スO

二'漂

ペラポールニユタ　　　　　　　　　一〇克ぺ･ネ　トー　ル　　　　　　　　　　　　五克ァソ≡ヤ禁10%)　　　　　19克水　　　　　　　　　　　　　　　七五〇克

計　　　　　　　　　　　一､000克

卜日

石精練ヲ経タル材料ヲ次記調合洛中二人レ摂氏五〇-六〇度二於テ三時間伺其ノ佳湯煎上こt l夜間放置後引上ダ水洗ざ7次三一.I,-セント硫酸水中へ約十分間浸漬'後充分水洗干燥ス｡水過酸化水素水二二〇パーセント)ベラポール　ニユタアンモニア水二〇+'1-セント)燐　酸　曹　逢

計

八八〇克700克

玉克

l O克

五元

一'000克

第二節　　麻布濃色絞り染試験

雷地方二於テ偉産ノ首位ヲ占ムル絹底地'l主トシテ友碍又.1絞り染等ヲ施シテ益々需要ヲ高メツ･アル毛絞り模様染出三富ク.生地硬キ名メ'多数ノ枚数ヲ生ジ特二濃色染ノ際種々面白カラ.ヌ結果ヲ凍スハ均シク業者ノ困惑ス〝虚是等欠点ヲ一掃改良スベク本試験工於テ特二水洗其他操作上ソ揮擦二封シ堅牢ナル染料ヲ選定シ7面教科ノ穆貰吸着ヲ良好ナ一フシムrZキ薬剤ヲ混用シテ紺､花色ノ如キ濃色染二封ヌル解決ヲ得爾凍業者二指導シヅ･アブ｡

第三節　　綿麻着尺地防水二間スル試験

前年度雨傘用生地ノ防水加工ヲ研究シテ業者ヲ指導シ本年度亦地方綿廃着尺地二本加工ヲ鷹用シ染色普初ノ色相ヲ慶電セシムル事ナク所産盛夏用着尺地二封スル賓弼債億′特質ヲT層向上馨揮セシメソナシ前年度二於テ供試セルニラデューム｣ノ如キ或Jt又｢'',ラヒン｣ヲ圭材J･ヌル　｢ヱモルデヨン｣　ヲ作

夫々其ノ適量ヲ仕上糊中二混用;)良好ナル成果ヲ納ノ業者ヲ指導′労虞二研究中こアブ｡

第四節

バツー染料布染試験



五四

前年度乗艇績研究セル本染色.t絶体ノ堅牢度ヲ有シ現一二般業界二於テモ益々其ノ蚕要ナルヲ認メ而カモ其成果ヲ得ルニ相常関節ヲ戚ズル庭従而之ガ完鑑'･腔テ/本轄産業ニモ偉大ナル好巣ヲ爵スべク重工適切ナル機械施設或ヒ.1染色準備過程ノ合環化等ヲ研究シ本年度槻次デ染色方法ノ改良ニp t段ノカヲ致シ'聴二雷地方夏夜具農地J如キ最モ堅牢染色ヲ要望サル,向へ一大改革ヲ促シ泌ツテ将来へJ利益二備へ得クリr･)而シテ爾凍業者間二益々該染色/普及鷹用サレッ･アルヲ雫フモノナタ0

窮五節　　麻糸布ノ染料我利力増進二開スル試験

麻糸布Pt概シテ染料ノ浸透親和染着力面白カラズ往々染班ヲ生ジ堅牢度モ亦舟卦ナチサル等染色止幾多ノ不便ヲ免レズ.依而本試験ヲ行ヒ染料ノ醍着ヲ良好ナラシムPtキ適切ナル手段ヲ講ゼントスO即チ種々基礎的試験ヲ重ネタル結果､麻糸布染色三富リテrt漁メ原料三通嘗ナル媒染叉Jl助染効果二役宜ツべキ物質/虞理加工ヲ絶体的必要卜怒ノ之ガ研究ヲ行へタ｡染料ニヨリーブハ原料糸布特殊苛性虞理或ハ染料卜親和既着シ易キ糊瑚ヲ以ツテ加工シ畏ク尊王テ足ルモ僻ホ引療キ研究ヲ行ワソース.

第六節　　麻蚊帳地大量漂白二開スル試験

任務麻蚊帳地ノ精錬漂白.t多ク漬込式二依ク操作回数ノ繁琴アル弟メ.布摺レ､目寄,'毛羽立チ'或ハ発揮ヲ書スル等製品品位二影響スル庭砂カラズ且ッ粕雷ノ漂白時日ヲ要スル割合ニー大量加工ニ適セザル等ノ不利アルヲ改良シ併セテ新種製品ノ優良晒ノ賓ヲ拳グベク努力シ'生地'l可及的静止ノ状態tt於テ適切ナル控透剤p油脂溶解剤等其ノ精錬却下′併用按配ヲ致シ凡テ典故ノ循還装置ヲ利用シ最モ簡便一!シテ同的二大量加工ニ通ヌル優良晒方法ヲ考究質駿シ瞥業者二奨廠指導二努ノブ･アリ0

第七節　座布圏地模様染出技工ニ開スル試験

管地方夏座布毘義家各地市警活況ヲ呈シ泰レル嘉近′流行品相並農工警特殊ノ壁化ヲ必要三ル二重レサ依ヅテ先纂糸便組織地風ノ改良二努メ雪之ガ色相ノ研究警畠ナ蒜相ノ染出技工晶ス芸集工夫ヲ必要-讐方面ノ試験研究ヲ-ク蒜果新規柄相J染出ヲ最昌由容易チラシムルヲ得o業者ヲ指撃スル去ハエ益々研究ヲ療ケ漸次本技工ヲシ三般着尺麻布L哀三三O

第八節　麻布ノ晒工程改善-一閃スル試験

麻織物三関シ最芸要ナ芸問警封シテ表年前ヨ呈二-シ著シキ改良ヲ霞テ逐年優良ナ蒜果ヲ納メ･既妄者J充ク賓讐ル庭-レル壬前年度二於テ警探究セル基本的笛劃試験ノ成績ヲ考慮シ孟年度蒜布晒中工程ノ煩警シテ最毒か警要…缶廃寺巾地二雪試験ヲ軍ネ警該生地優良晒工程′改善ヲ行フヲ得ク,｡其ノt例ヲ揚グレバ
一'供　試　材　料

lt　品
cq'生

イ'原　料BP密　度

名也

緯経緯経

糸糸系糸

亜麻手巾銘

亜　麻亜　麻-時間一時間

一四〇番生一四〇番生
一〇四本一〇二本



ヽ　ヽノこ､ホ､

二'試
1'弟

ィ､

精_験重

回方量

級

苛　性　曹　蓬ベ　ラ　ポ　ー　ルブ　ラ　ン　キ　ツl

pt克　　斯　　焼

2'第二回工程

イ'精　　　　錬

苛　性　曹　蓮べ　ラ　ポ　ー　ルブ　ラ　ン　キ　ット

1 a/Q 1 a/0 20/o
ヽ一一･ヽ′-･′

7〇四糎四五'七米

五'六四四肝

五六

マ合ム密閉釜中二約二五ポンド塵カヲ加へテ三時間乃至五時間煮沸後7且水洗'稀塩酸三通デブ充分水洗干燥ス

表裏二回宛毛焼ヲ行フ
0.50/o O･5a/0 1 9/V
ヽ一一一一∨一一一一一一′

ヲ合▲密閉精錬釜中二煮沸スγ事三時間乃至五時間ニシテ水洗鐘紡盤酸中二浸清ヌル事三〇分乃至1時間ニシテ充分水洗ス

B.漂

自

次重盗素酸曹蓮液二度トアドル中一遍噂枠ヲ利用シテ操作ヌル事展幅ノ状撃tLh約五時間衣
二且水洗後晒槽中ノ液ヲ重亜硫酸曹蓮液7度トワドルニ香へ此ノ中二起特スル畢二〇分乃

至一時間ニシテ水洗ス

3'第三回工程

イ'石鹸ストッキング

第二工程ヲ経クルモノニ石鹸温液ヲ合†セ｢ストッキング｣樺工掛クル事約三〇分.lシー孟ハ其ノ偉

℡'精　　　　　練

n yセントアブ･bt一移ヲ溶合ヌル槽中二煮沸スル串二時間エhテ水洗腹水ス

♪､漂　　　　　白

第二工程ノ漂白J･同様lt操作ス

4'第四回工程

イ'石　　鹸　　煮

†ルセール石鹸　　　　五%n yセントアブシ　　　　1〆

}ヲ用品二-煮沸竺国語警行基完票洗ス

tlt漂　　　　　白

次亜連素酸曹達液ノト7ドルl度中二定演操作ヌル事三時間ニシテt旦水洗後亜硫酸曹蓮ノ虞理ヲ行ヒ充分水洗一旦干煉ス

5'第五回工程

イ'接　酸　温　y
. BP仕

椿酸InT･セント熟浴l一迫.,h充分水洗〒燥ス

上

ヤングル'干燥'ピーータン〆'霧吹'デッキyグ幅出t BIル掛ヲ施シテ仕上グ

五七
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考

窟試警還上り復原布二比較セル強力伸度成績表次ノ触シ
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悼

悼

緯

五八
磨

布

読

布
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八
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i､i p1 J1'1､l､一､1.一.

二二
一ヽ-1ti t一､

ヽ　　ヽ

六〇

負丸節　　質擬歴答ノ葺ナル事項-其ノ件数

各稽染料褒翻ニッキ効率其位二闘ヌルモノ各挿汚点披其他二田スルモノ<環ノ染色虎虞理加工ニr&ヌルモノ防染.抜染基地i般捺染二齢スルモノ監ノ還元鐙並スレン屈染料餅庸二開ヌル竜ノ麻糸布ノ精糖漂白工防ヌルモノマニラ麻製品ノ晒並工染色加工ニ節ヌル竜ノ｢グヰスnIス｣ノ製綻並二歴稽加工ニ園スルモノ
靴下解糸ノ南整感豊二間ヌルモノ擬麻加工方法及之ガ磨用二間スルモノ晒工場昂水並機械設備其位二閲スルモノ

計

--六九五五一七一一_

〇　　　　　　　〇　　五三C A
A.
件件件件件俸件件件件倖件

第十節　　依綴試験ノ呈ナル事項卜其ノ件数

模様麻布地染二田スル試験カーテン地堅牢色摺込二開スル試験綿糸布ノ｢グヰスコ-ス｣加工三関スγ試験絹威交織生地ノ漂白弊理工闘スル試験

八一六一

〇　　八

伴倖倖倖

マニラ麻製娼ノ染色或.1漂白共棲三関スル試験各種防水三関スル試験染色糸布二封スル堅牢度試験樽二光揮ヲ要求スル刺繍糸ノ｢シルケツJ･L加工試厳染料柴品二勢スル効力貰他l股検定'鑑定二間スル試験亜麻手巾地ノ観衆陵良品晒二間スル試愚

計

八五九　　九四五七

ー■

件件件　　件件件件

第十一節　　機械利用指導状況ノ概要

1'染器　ノ　利周

布

並幅物虞幅物

一'紹糸｢シルケット｣棟利用

綿　　糸

7'精錬漂白機ノ利用

ィ､糸

綿　　糸亜　　麻

pt布

二八五八粁
○'六〇七粁

二六1.五〇〇肝二四八'000粁
〓ハ二､000肝

∫.,,～dI I.1..--,lノ.1.｣...,,..._き11号..._i-,ll.i..I-メ tylー,1.VT.i.†-∃もーr.一号.,10,.｣11蔓.事.一軒トトrTル｢.1-



並幅物贋幅物

一'蒸熱箱ノ利用

イ'糸Bt布

第十二節

｢染　色　加　工
イ'糸

三四三二三五粁

二二.六九七粁
三三'七荒○肝

六､二三五粁

試験作業状況ノ概要

六二

ロ､

棉人並絹刺宿

美糸底絹糸

虞布物

一'紀糸｢シャルケツト｣加工

綿　糸

l､精練並二漂白加工

Tt糸

八八､八〇二肝

九三二五二昏

10'七九一軒1九'二七五肝

六､六二八軒二'四〇九粁

l三二'七八〇肝

1t一tttI

一口

ヽ

布絹刺亜綿

糸美麻糸

並幅物虞幅物

一一二.八五九肝
三二四.7711八軒

四'七三六軒七'二二九好○'八六八粁六'三七五粁

第四章　　図　　案　　部

第一節　　業務概要並時好調査

最近ノ織物需要′賓際ヲ見ルニ其ノ趣味唱好ハ多ク需要者ノ個性卜相侯プチ近代的合理性二動ク傾向ヲ示シ其ノ柄行ノ撰揮二重リテ.t充分二美的感覚ヲ有シテ而カモ経済的製品ノ需要激増スル真剣ナル需要ノ接頭シツ･アルハ疑フべカラズ而シテ本瞭機業ノ中軸ヲナス麻楕柄初.t特二此庭二留意シ他産地ノ追従ヲ許サザル特種ノ研究ヲ要スル所ナリトスO故ヲ以一7常二集散地市場二於ケル服飾二股ノ流行趨勢ヲ探yt新シキ意向ヲ基礎トシテ新規圃案ノ作成ヲナシ雷業者卜英二其ノ馨蓮ヲ期シヴ･アリ｡

第二節　　意匠囲案ノ攻良

流行ノ舜噂益々急激ニシテ業者ハ侍銃的製品ノミニョリテfl到底顧客ノ満足ヲ得ル事困難ニシテ年々新規織物ノ考案二腐心シツ･有ク｡

六三



大四

前年度二於テ開催セル要望量及品評琵骨壷着工至大ナ蒜警輿へ今年墓織上妄シキ進歩的新芸品ノ墓ヲ見クル品こ喜ブペキ事トス然レ善業-身ノ考雪依ル圃華言リテ芸ダ充掌蒜良品品シ警モノ多キヲ以テ寒地ノ据撃…品艮修-行ヒ其他新慧匠二封ス蒜品作法ヲ説明シ着々其ノ向上ヲ牧メブ･アブ.

第三節　意匠箇案並見本展示曾

本譜莞蒜頼二度ジ孟種7般固塞ノ創作ヲ行ヒ慶展示骨悪食ヲ開キテ之レ妄肘言ノ外漂
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計

一五五点二　〇　点
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三　五　件二　五　伴三　四　件二　五　伸二　一件

i　四〇件
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笥一節　　昭和五年度歳人出決算額並昭利六年度歳出
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地

座　布棟織.

縞織研究織物研究団地研究整理'染色術講習
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阿宮木森
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七間川村
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第一葦　　墳　織　　部

第一節　　製　織　試　験
1'絹練絹紡糸交織縮緬製織試瀞

徒凍雷地方三野7絹紡縮緬′産出少ナカリシ･t絹紡糸ノ強熱加工ノ至難ナルエ原因セルモノナヮトス故二本試験･,地方雷業者二備帝アル八丁撚糸機ヲ軍7覇紡糸ノ華熱加工試験ヲ主眼トシ雷業者ノ参考三愛セリ｡其ノ撚糸法及設計次ノ如シ

七五



渡肇濁葦薮

設

原

料

醍

計
糸　　生糸二十)中二本合糸糊付

緯

糸

揃紡糸六十五番畢糸1本J･生糸十七中二本ヲ合セテ

i

七六

合糸1米問三1.五〇〇回加撚

緑整　　　　　密

上経　　　　　度

巾良縁軽　　蔑(3日2日1)

縫糸.払糸八丁撚糸機使用　鎮

絹紡卜年糸ヲ合糸セルモノヲ石鹸(水ノ

7五匁
7〆)液ニテ虞窪ス

楕紡卜生糸ヲ合糸セルモノヲ､モノポー竺水ノ五郎)液三7虎理ス同　　　　上　　　　　　　　p Iト油(水ノ五郎)液ニテ盛運ス巾　　四三'二糎一糎間二二'四飼

(鯨l尺1寸四分)　(鯨一寸間八十五羽)

糸糸

綜光二本人　麓二本入
一糎間ここ'四本(鯨一寸間八五本)一四米竿　(鯨三或八尺九寸)

四三'二糎　　　　　長山三米
(鯨尺1尺1寸四分)芸一女四尺三寸)

織卸後精錬漂白ヲナス仕　上　　巾

三六糎
(鯨九寸五分)

長一二米1五
(三女二尺)

1&

量五一五克
(二二七匁)

量四四四克
(H八匁)

織　機　　木本式小巾力織機右二面ノ串品庭理ヲ施シクル結果モノポール抽虞牲ヲ施シクルキノハ払糸加工中切断率及撚珪極メタ僅少ニyチ効果最毛多クt BIト油之三次キ石鹸庭理･'効果ヲ認メ.ス

二､紋縮緬製織試験

本試讐地方雷選者ノ参考資料-シテ試験セル毛ノ…チ其ノ綴撃嘉テ前年度攣縮緬トシテ費雪ル組織中優良ナタト艶メタルヲヲ紋撃壷伺ジグルモノナ､タ其ノ設計次ノ如シ

設

原　料　　経　糸

緯　糸

鐘糸二十一中二本倉糸糊付生糸十七中四本脊糸1米三'六〇〇拘加熱

麓　巾

織整

上程

巾長緯経

糸糸

織釦後精錬漂白ヲナス仕上ク　　巾

四三'六糎
(鯨一尺1,寸菟分)

綜光1本入1糎間I四米四三二ハ糎
(鯨一尺1寸五分)

三四糎
(鯨九寸)

一糎問
二寸間.九五胡)麓四本入四〇'九本

(鯨三丈六尺九寸)
長一三光

(三女四尺lニ寸)
長1二光

(三女l尺)

三五'〇八羽
(鯨7寸間1五五本)

量五四〇克二四四匁)量四二〇克二一二匁)



組　　織

ュlf;I_　貢--t -一一

｣一一一- V,　J

紋

描

‥

L1

織目横　責式虞巾南側四丁梓力織機

三､軽日吉洛縮緬製織試験

昏地方二於テ柾目古弼縮緬ノ生産僅少ナルヲ軍7本試験ヲ行ヒ製造法及｢シポ｣宜'風合等ヲ営業者ノ参考資料トセリ其ノ設計次ノ如シ

設　　　計

原　料　　経　糸　　生糸十七中二本合糸糊付

緯　糸　　鎮糸十七中七本合糸一米問三.二〇〇回か撚麓　巾　　7i三上ハ糎

織整
上
ク　経

巾　良縁経

糸糸

(鯨7尺一寸五分)
綜光一本人

l糎間1四米竿四三'六糎
(鯨l尺l寸五分)

織釦後精練漂白ブナ什上ヅ　　巾

三四糎
(鯨九寸)

織　機　　津田式か軒力織機

鐸'紋紗縮緬製織試験

1糎間
〓寸問九〇羽)簸四本入二三'七本

(鯨三女八尺三寸)
長二二米

(三女gL尺三寸)
長〓)米T O二二或i尺九寸)

二三｣七六羽(鯨一斗閏九〇本)
畳五二〇克

(二二九匁)
量四〇五克二〇八森)

盛夏向紋縮緬トシテ地方普業者ノ参考資料トシテ試験セルモノニシテ特二重眼トスル庭rt瑛鮭糸ノ｢クルミ｣取装置ニシテ狂奔使用シクル｢クルミ｣取りrt拐ミ経糸1本宛ヲ竪針ヲ甲7作用セシメタルモノナレ其此ノ方法ニヨル時か多大ナ〝手数ヲ要シ且調節二重鞍ナル点アリ依テ本試験ハ　1種ノ装置ヲ以テ坊ミ経糸全部二運動マ典へ　｢クルミ｣取クノ効力ヲアラシム

ルヲ目的ナシタルモノニシテ其ノ成揖良好

七九



ナリ依プチ設計及其ノ装置見取固ヲ示シテ参考二資ス

設

原　料　　経　糸

計

緯　糸底　巾

織豊
上
夕　霞

巾長緯経

糸糸

機知後精錬漂白ヲナス仕上ク　.巾組　織　　地♪卒織'

生糸二十一中二本合糸糊付生糸十七中五本合糸一未聞三'五〇〇回加撚四三､六糎　　　　一糎間
(鯨尺一尺1寸五分)　1寸間

綜光四本入　　　　麓二本入二7'一本　　　　　(鯨1寸問八〇本)
一四米竿　　　　　(鯨三女八尺三寸)

四三'六糎　　　　　長一二米等
(鯨f尺1寸一分)　(三女三尺)

三四糎　　　　　　長二光九〇
(鯨九寸}　　　　　(三女一尺四寸)

紋Pt紗及呂'但務.)　7本'揚ノ四釜-メ

織機♪津田式虞巾力織機装置♪次′固ノ如シ

;1

:)

]五'八四羽(六〇羽)
皇五七五克二五六匁)畳四五〇克

(一二〇匁)
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辛



rt二

五､強S･'糸ヲ匪糸トスγ夏物着尺縮緬製織試敬

生活ノ向上趣味噂好ノ壁化卜英二然程棒緬類ノ需用,,逐年増加ノ傾向ヲ示シ凍レリ本場',数年来盛夏用羽織地･Lシテ明石縮緬ノ試験研究ヲ軍ネ優良品ヲ得7般需用家ノ好評ヲ博シ凍レ-本年度二於テ.t着尺用中明石縮緬及明石壁ヲ次ノ設計二依り試験織ヲナシタル配布ヲナシ参考資料二供セソトス

ニ非常..)優秀品ヲ得ク-依ヅテ営業者二見本

設

(ィ)･濱

計

明　　石

密　　原

度　　料

巾長緯軽　　蔑緯経

糸糸　　巾糸糸

生糸二十1中二本合糸一光問1五五〇回加払垂糸十七中五本合糸四五'六糎
(鯨一尺二寸)

綜光7本入l梶問1四米竿四五'六糎.
(鯨t尺二寸)

織卸後精鹿漂白ヲナス仕上夕　　巾

三四糎
(九寸)

一米問三五〇〇回加撚
T撫問

二･寸問八〇羽)麓三本入三五'六本
(鯨三女八尺三寸)

長一二米
(三女一尺六寸)

長E lt米七五
(三女l尺)

二一!羽
(鯨一寸間二二五本)

量四九五五二三二匁)量三八六克二〇三匁)

織　機　木本式力織機
織整　　　　　密　　　腰

上軽　　　　　度　　　料

設

巾長韓犀　　濃　　緑経
Ei-

糸系　巾　糸糸　こ
計
壁

明　　石.

生糸二十1中二本合糸･1未聞二九五〇回加撚生糸十七中四本合糸下殊一'八〇〇回トン　夏エメ四五'六糎
(鯨1尺二寸)

茂!羽二本入
1糎問一四米四五､六糎

(鯨1尺二寸)

繊細後精錬漂白ヲナス仕　上　　巾

三五'五糎
(鯨九寸四分)

六'絹拓改良試験

1糎間(鯨一寸間一〇〇枚)
綜光一本人三五二ハ本

(三丈六尺九寸)
長1二米等

(三女三尺)
長一こ米一五

(一二戎二尺)

一本ヲ添加シテ上撚二二五〇回ト
二六'四枚

(鯨1寸問1三五本)
量三二〇克

(八五匁)
量二五l克

(六七匁)

本試廟.t地方産出絹縮瀧シポ風ヲヨサ良ク表スヲ目的トシテ試験セリ其′設計次ノ如シ

設

原　料　　露　糸

緯　糸

計

鐘糸二十7中二本合糸糊付生糸十七中六本令糸一光聞ニ｢一〇〇回加熱



巾長緯霞　筏

糸糸　　巾

綴卸稜精練漂白ヲナス仕上グ　　巾

四三'六糎
(鯨…尺7寸五分)

綜光i本人
一糎問1四米竿四二｢六糎

(鯨l尺六寸LFq..分)
三四糎

(慰九寸)

7糎問
〓寸問九三御)蔑四本入レ二九峯

(鯨三女人尺三寸)
長二二米

(長三女四尺三寸)
長f二光二ハ

(鯨二元一尺九寸)

八四

二四'二羽

織　機　津田式小巾力織機

(鯨一寸間二〇本)量五六〇五二四九匁)量四三八克
(二七匁)

成績昌的通タノ好結果ヲ得雷業者ノ塵考資料トシテ見本ノ配布ヲセソ三

七力耗樺ニテ絹綿朱子帯地製織試験

霊雷地方二於ケル芳書帯地ノ製織蒜ド手織塵ヲ使ヒラレ力織機言霊スルnト品難トセラ

レ言本場完織機ヲ以ツテ製織スベク幸二ケノ｢ブタご二シタンダ｣ヲ有ス蒜種｢ジャカード｣梯ヲ使用シ)個ノ･r･bリンダ-｣蒜織二飽ノ高ノ｢シリンダー｣ヲ額地織二使用品巌セタ其ノ成桔孟ニシテ慧二誓言織機-織ブタル品ノ如ク緯織苧ク良品ヲ待ク豊フ設計空知シ

設　　　計

原　料　鮭　糸　帝撚練糸十四中二本命糸

耳糸蒜紡糸等イ緯　糸　絹糸十七中九本合糸及綿糸

T,.:./′ 2

何レ毛黒艶色セルモノ麓　巾　　三四'五六糎

(鯨九寸一分)

緑車
上
9　経

巾長緯経

糸糸

綜光l本人1糎間三一本
四米l八糎三四'五六糎

(鯨九寸l矛)

一糎間
〓寸間70五胡)麓四本入

(鯨一寸間一二〇本)(鯨一攻〇八寸)
長三光八〇糎

(一丈)

二七'七二羽量二一二元
(五六匁)

織卸壊仕上加工ヲナス織　機　木本式小巾力織機

八'荘病歴用鼻緒地天意械製織試験

昭和天鷲撃一於ケル紋様,t綜光撃一依り制限セラル･名紋様ノ鍵化二乏シク軍産横､.行詰リノ形トナウクリ本試験･,地ノ部分ノ舜化二者自シ其ノ嘩化ヲ以テ模様J単純サヲ補7+(ク務メタサ郎チ地一事ル部分tt縞ヲ鹿用シタルモノヲ試験シ雷業者ノ参考二供セク普通二重昭和天意紋卜其ノ製織法♪同lナルモ効果顕著ナルモノアリシ言-畠業者rt之二倣ヒ縞鮮度用ヌルモノ積出スルこ至レク

(イ)　縞軽二蚕昭和天



料　軽糸地　綿　糸

毛

A　　絹紡B　　同

一〇〇番　双糸1四〇番　双糸柄

密

度

鮭旗緯

糸　巾糸

綿　糸
T乱国'五糎

地　綜光一本人

長銅

織上り　　長

巾

壬J r. '7!

針　一糎間

地　〓1米毛竺髭7C.i
五四､五鷹

▲同

六〇番　双糸
(曲l尺八寸)

筏二本大同同
一五本(曲三女九尺六寸)(曲八丈二尺玉寸)(曲五丈六尺五寸)(曲三女三尺)(曲i尺八寸)

八六〇羽

八六

曲一寸聞四十五本太サ二二ミグ

組　織　普通紙天組織

(｡)　餅及ポカツ魔用昭和天

前試讐同様デル目的ヲ撃7地トナル芳-森紋トナ蒜分三宿-シヲ鷹用シ曹薯ノ参考二供シタ>準備工程二於テ相常手数ヲ要スル毛髪藁科トシテ俸良ナル成緯ヲ納メタ,

設　　　計

原　料　経　糸　地　錦糸

宅　A絹糸

一〇〇番　双7gIデニール三本諸

中
書一1王tTJtt一

密

度

軽蔑緯

糸　巾

毛　B絹紡糸綿　糸五四､五経地　綜光一本人

一四〇番　双

毛詣空本人

銅針太サ二二ミリ　7糎間

整　経　　長　　　　地　t五米

毛

A三六米
Fq二五米

装組仕

置持上

1三光

普通二婁昭和天組織ドピー梯ヲ用フ(手織)

六〇番　双
(曲が尺八寸)

麓二本大歳二本入
一同1四本(曲玉女)へ曲一二〇尺)(曲八三尺)(曲四三尺)

八六〇解
(曲一寸問四十三本)

九.槍繰入1重金華天窯紡製織試験

普通金華天鴛城翰奈ノ地二模様Jt切毛ヲ以テ表シタルモノナルガ本銑戯Pt其ノ外二輪奈ヲ落シ地終ヲ見

､セテ紋様ヲ表シ其ノ紋様中二給緯ヲ用1,緯二重トナシ紋様ヲ立体化シ所謂深ミノアル模様ヲ得ンJ･シク

ル竜ノナリ地産'毛鍾共こ｢.,hヤカード｣機ヲ使用セサルぺカラザル名機拝復盤トナルモ其ノ紋様ノ立体的ナル美シサヲ表現シクル良品ヲ得タブ

設　　　計

八七



環　料　　経

緯

密　度　　麓　巾

鮭　糸銅　針

を　経　　長仕上ク

給地毛地

人絹絹絹
縮紡紡紡

一四〇番　双同

五四'五糎地　綜光7本入電　同一糎間地二五米毛　五〇光二ニ米

四〇番　双五eデニール二本合セ

(一尺八寸)
麓二本入同一五本(五或)

二六五尺)
(曲四三尺)

<八0g

八･{

(曲一寸間四三本)

組　織

.寒丁をo

喪rq ～塔蜜●

TJ6.L; -0･ TS.

o o 0●　●　●

装　置　　地経毛経共ニ｢.･hヤカード｣ヲ用フ

l Ot二輩金華天鴬嬢製織試験

普通ノ金串天意誠.～毛経-重ナル膚其ノ紋様畢純二過ぎルヲ以テ漸次其ノ需要城過シツ･アル傾キニアサ本試験ハ毛鮭ヲ二重トナシ高級ニシテヨV等麗ナル天意戚ヲ得ント試ミタルモノナク.其ノ結果甚〆良好ニシテ漁期ノ如ク畢三毛鮭一重ヲ曙セシノ",ヱチ其ノ効果大ニhテ其ノ美麗ナルnト1重′比エアラメ男二大イエ需要ヲ喚起シ製造業着日卜英二増加シブ･アブ
紫

Il r　/　｢･.i,　L　　　　　.

I

∵.二∴∴.｣ー. ■

設

庶　料　　経　糸

計

縫　糸

密　度　麓　巾

経　糸

地綿糸毛B A絹紡綿糸五四､五糎地　綜光1本入

一〇〇番　双糸一四〇番　双糸

六〇番　双糸

(曲l尺八寸)
蔑二本入

銅　針

整　鮭　長仕　上　　長

巾

組　　織

毛蒜光芸人1糎問地一五米毛詣紅糊〓ニ米五四'五種

同同-五本(曲四九'五尺)

(曲l寸間四五本)太サ二二ミグ

三八尺六寸)一八尺八寸)

(四三尺)
〓尺八寸)

装　置　+･hヤカーー桟四百ロ

二'<絹在天鷺威製織試験

本試讐毛経糸ニ<造絹糸ヲ漉用言芸鳶就ヲ製按セソ-ル妄り人造絹糸蒜雲キ加工ノ適否ヲ試験研究盲業者ノ参考タラ…ントツタルモノナリ即チ天意成毒羽表面ノ観億桑警シテ滑カナ

八九



九つ

ル特徴ヲ東ソ製織径液体ヲ以テ虞理スルコトヲ嫌フモノナルガ故三宅鮭三強然ヲ施シ叉♪濃厚ナル糊ヲ施ス等.～,避ケザルぺカラズ故二本試験rt天慧成毛経トシテ遠雷ナル糸ノ太サ糊及撚敬ノ適否ヲ見出サントシタグ｡第一回ノ試験二於テ.t薄キ結滞ヲ用ヒタブ6製品rl光躍鰯魔共二良成績ヲ得クルモ紹糊.1至難ニシテ製織能率波退/欠点アリ第二回J試験ハ第1同同債絃糊ヲ用ヒタルモ蔑ノ密度引込敦等ヲ加減シクルガ故二製織容易ナ,シモ製品精劣レク第三回二於テ',撚糸加工ヲ施シタブ製織甚ダ容易ナレ共第一回二此シテ精劣レク其ノ設計ヲ示セバ次ノ如シ

(イ)　人絹天意妓ノ第l回試験

設　　　計

原　料　　経　系　　地　綿糸　　　　八〇番　双糸

毛　人造絹糸一五〇デニールl本紀糊ヲナス

仕　審　　　　　底

止　　経　　　　　度

長　　長銅　　軽蔑緯

釘　　糸巾糸

綿　糸　　　　　六〇番　双糸五四､五糎地　綜光一本人毛　二本入太サ二二ミリl糎間地七米毛六米

(曲一尺八寸)
麓7本八旗二本入

一五本(曲二三尺一寸)(曲六六尺)(曲二丈)

l二〇〇羽(曲一寸間四五本)

阿un

垂遍一lt一一一_■

巾

五四､五糎

(由一尺八寸)

組　織緑　樹

普通綿天組織
(軽糸)分量

布　海　苔生　　　数日　ロ　　ー
レオニー　ル

1五匁一e匁10匁
sB少量

水

原　料密　度

経緯読荏

二　升

(こ　人絹天鳶誠琴南試験

計
糸　　地　綿糸　　100番

双糸

糸　巾糸

毛綿糸

人絹li五∪デニール紹糊チナス

五地毛
四

同繁盛

六〇番　双

(曲1尺八寸)

調教1000羽

銅針太サ二二ミリ

整　経

義

地毛

二七
〇　光

栄

組仕

長普通綿天

六米(曲二丈)

麓7本入同二本入
一糎問十五本(曲二三尺)(曲六六尺)

巾東田'五糎

(曲1寸間四十五本)(曲1尺八寸)

丸山



密　　原

度　　料

糊料ハ第一回三岡ジ
(こ　人絹天蓋銭第三回試験

計

蛙　糸

地　綿糸　　700番　双宅　人絹九eデエー竺一本　1米三五　回加撚

軽蔑緯

糸　巾　糸

銅針7糎間

整　庄　　責任　上　　長

綿　糸　　一〇〇番　双五六糎　　　　　　(曲一尺八寸五分)地　綜光!本人　　筏二本人毛　同　　　　　　同一本人
1四本　　　　　　(曲1寸問)

地　　七米(曲二三尺)宅　二∩一光(曲六六尺)大東(曲二女)　　　巾五四糎五

九二

初数l OOO羽

四二本太サ二二ミリ
(由一尺八寸)

組　織　　普通紙天

l二.鼻緒地以外ノ需用二充ッベキ天鴛城製織試験

本試験't秋冬向キクッション地座布尚地等ノ鼻緒地以外ノ用途二充ツペキ製品ヲ目的トシ曹業者ノ参考品トシテ試験セシモノナリ｡紋様ハ織卜後抜染加工ニヨリ表アスモノナルガ敬二濠メ地経及ビ韓糸♪抜染ノニヨルモ抜色セザル染料ニテ染ノ毛鮭ノミ抜染ノシ得ル染料ニテ染色セリ抜染方法二於テ'l筒研究ヲ要スル点アルモ蜘質トシテ'1遺品ヲ待タダ

(メ)　本天組織精紡天　(座布鳳地)

計

lr一I雷一一l■一手書t｢

:dp喜ラ弓=tYTj■｢.TT･.:J員｣31..1｢TTJヨ一

密　　　原

度　　　料

経濃緑　　荏

糸巾糸　　糸

飽　絹紡毛　同綿糸

1四〇番　双同一〇〇番

六t.五横地　綜統一本人毛　同

銅針一糎問l六本

同双

(曲二尺三分)
旗二本入同

(曲l寸聞四十七本)

一〇四G羽(曲一寸間五1羽)
同太サl二二ミ-

整

経　　長

地　二〇米(曲六六尺)毛　七二栗(曲二三七尺六)

仕上グ　　長組　　織

/

装　置　　語式力織機ドピー

第二節　　原料繊度試験
一'生糸施度試廠

普地縮緬業者間二於テ最竜使用セラレッ,アル生糸十七中'二十一中ノ二挿ノ繊度ヲ試験シ曹業者′参考タラシノント七夕｡第一衷ハ十七中シテ.窮二乗二一十一中ナ-

｢別表ノ　通タ｣

九三

八米

巾五八'五糎

(曲一九寸三分)



第三節　　依　挽　加　工

7'天鷲織仕上

取扱点数依頼人員

二.撚糸加工

玉'四七二本

三二三人七　　件

第四節　　質　疑　歴　答

一'経糸機械三関スル件7 P金艇人縮緬三関スル件

二杵貰縮緬三関スル件

九
匹
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力織機分解組立三園スル件

IJ壁り組織縮緬三関スル件1'整経機工開スル伸一'ジャカード機工開スル伸一'生糸撚糸加工エ願スル件I.朱子帯地三関スル件一t trピー機工圃ヌル件1､'',レス式古漬三園スル件IP鮭糸切断機三関スル伸一'縮緬製造三関スル件一'クツ下解絹糸光洋二開ヌル伴一､天畏糸糊付三園スル件It力織機故障二院スル件It箱庭安蘇密度二隣ヌル件IP縮緬精錬三園スル伸一'縮緬工場新設三園ヌル伸一'賭織装置三国ヌル伸
二クツ下解絹糸鷹用縮緬三園スル伸二力織機二閲スル伸

一'壁糸二駒ヌル件

四四一二二二一七二二三三六三三三五六五-



ー　　l　　■　　■　　　　　　　..ト　　　　･l･⊥　.･　　　.　　　　卜

九八

7'明石縮緬二閲スル件一'紋縮緬三関スル件
二生糸虞埋葬品二閲スル件

1'縮緬ノ組織ト光輝三関ヌル件1'人絹入縮緬三関スル件1､紬織三関ヌル件1'絹糸撚糸加工ノ件1'人絹撚糸二閲スル伸一'裏糊ナシ天鷲銭こ開スル件一'人絹縮緬ノンボ立三関ヌル件t'人絹綿交織天賛成ノ発揮工繍スル件一'人絹紋天賛成三関スル件7､二重昭和及二重金華天鷲誠二閲ヌル件1.人造絹糸天鴛城三園スル件一'二電犬鷲競力機械工開スル件一'紋天意銭こ開ヌル件1'特柁原料使用天意銭こ開スル件7'天蓋威力機械三顧ヌル件1'天蓋賊手織捧三関f(.ル件一'昭和羽衣天鷲銭二間スル件

四

七一九一四一五九一一一一八二三二一一五六

･息

I._.IP__1.～　　ー　　斗

-虹

.r

†′

.　　　..　　　.　,IJ｣一Itt遍tt鷹雷l一鳶一一l一■

1､黒色天意威光揮三関スル件1'天鴬嬢7般三関ス〝件1'解繊度用天鴛城三園ヌル件
､タポンス-ローニ囲ヌル件

1

ヽヽ

ブラヴ.シソグ機械三関ヌル件糊料三関スル件ぎーメ-計トトワドル計比三関メ〝伸

LP聴許登轟三関スル件I t温度計三国スル件!.菅谷機工閑スル件一'脱色染料三関ヌル件l'隼糸及締紡繊度三関ヌル件

計

第五節　　委　託

lt縮緬ノ原糸監定ノ件一'撚度検定ノ件1'デニール検定ノ伸一､三昧練糸強弱監定ノ伸一'色班監定ノ件

■■■-

二‥~二±

一一五一一一二二一～七一

件

一一七五-



織物分解ノ件

計

ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ

見紋紋試

本紙

第六節　　機械.ノ利用

敬　　答裁裁剛
計

- -1　-A,I

】00

A

一六件

二一三七七
-■　　　　　_L■　_L

O　　ハハ

件件件件件

第二章　　染　　色　　部

第一節　　人造絹糸二平等染色チナス染料撰揮試験

人造絹糸染色二際シ染料中班染ヲ生スルモノー卒等二染着ヌルモノトアタ依テ之ヲ試験シ染色操作上ノ塵考一一資セントス供資品　旭人. ､五〇デニール(隷メ湯池シヲナ>･乾燥シテ使用ス)試験法　水二〇〇c c一高捧染料二束及石鹸又‥IF抽二克ヲ加へテ溶解シ硫氏七〇度トス此ノ液中

二八絹ヲ吊下シ加温ヲ止メ十五分間放置ス人造絹糸三｡cmヲ露出セシメ二l710cmヲ染液中二浸債メ.左表中ノ数年二日色一義リタ〝部分ノ島サu a,=テ此数字ノ大ナルモノ積年等二染着スル染料言(ホイブカー民法…ル〕

直　接　染　料　(助朝ロード油)

染

クリップエ

料　　　名

エソエキストコンク

ニッポンオレンデ　R
同　　　　　　　　　　RT

I,hヤ4,,ノールカップリングオレンデコンク
コンゴーレットペソゾバープリン4Bコンクこヅボンスカイブルーユキスーラnンク

染料製造所
(日)

同同同

ヽ

同同同同同同

ブルーコンクグリーン　B同　　　　Gダークグリーン　Bプラクソ　RG同　　　　3G

･,Lヤ.,.ノール'ブラウン　RA

同　　　　　　同
ニッポンコリンス　G

同同同同同同同同同同同向

白色部ノ長サ

一四､〇cm一七､〇一八､〇一三'五1二､三一七'八一二'二一二､六一五'六一六'八一二'七1.七.〇一七､七

二ハtC

一八.〇一八､0
10一
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ジヤ.I,ノール+I,イオレットニッポン'デーブブラック､ジャバ-ノルブラック岩出コ

エキストラコ　ンクンク

ダイアミンアブボルドーk3岩ダイアミン'同同同同同同同同同同同同同同同

アブ､プアス1･ ､ボルドーBエキストラ

レッド5Fqエキストラ

ローズ. LY.nエキストラ
同　　　GCjoo同　　　　スカレット月エキス･1ラプアストレ　ゾー同同

一同

同ブラウン
一同

カプチン柄ペルー柄

耶oo

Ft1　コ　ンク

エロIAエキストラ
同　　Fqユキスーラオレンデ　EGX

･′ヽ　　　　　　　　′′~一､

同同同同同同同同加同同　日
＼_ノ　　　　　　　　)

同

ブリ･アントオレンデgJ3,00　同

同

SエキストラBOOCI X

E丑Wコンク3Fq

同同同同同

ー〇二
1五PJ二一四､〇

二二､∩〕
1四､二一七､三

二ハ'五
l四'八f八､〇一六'二1八.二一五'〇

二二'〇
一四､〇一五､〇

二ハ'四二?'八
i五'〇

二モ五
一七'〇

二ハ三

A.　　　jr.｣

▼

盲t雷ttt霊1霊

..　r.1.　_Y　_.　_.　　　.　_I;.　　　　-.　　　　　　　･-･I･i I

同同同同同

スカイプルーフアストブル-

Fyユキスーラ
EqFEもqエキストラ

同ダイナミン同同同　同同

同
一同

ブラックプア　ストアアスト同ブタ･ア

FFGエキストラ

グレー　BF]oo
FqHE<エキストラ''lィォレツ･L FyRy

同同同同同

エキストラ　同

+'tイオレット　EERⅣエキストラ　(加)
レッド+,tイオレット　yR　　　同

ソト　Prtイオレツー　B　　　　　同

RRエキスJ･ラ　同

イサミン柄シリアス

オレンデ+,tイォレト

ブ〝-同ブルー

同同同同

同同同同

D

Ⅳ

6℃山8Bコ　ンク丑ⅩBRX丑RROOG6GX

同同同同同(Ⅰ･G)同同同

f二'三
二. ,;rJ

一八'二

二ハ'七二1'四二二､三
一三､〇

二l.八
一五'二

二ハ'八
一四'三一五､五7　1.A

二二'〇
一二'07五'六1五'七一二､三l二'五

lot)1
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仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝全会仝仝仝仝全会仝仝

ボルドーブラウン仝金堂仝全コタンスグ-I yオレンデ上全仝ピンク仝仝　レ仝　レ仝
ツトバ･Tオ

58Ⅹ
cqR

GROOGXORX3RXT
FqX

B BGXB T山5GX3RXP=Fq 00
GxxBFq4Fq 00レツj･　BOOBBLERXヱ

仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝全会仝

l〇四
一五'八一二'六1　二七J1　1.七i三　八

二二､G
一二八一二､二一五､C7　7'三

二二'八
t四.五f二.四一二'三

二二八
一二'八一二､二一六､五一三'八一四t i

仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝シ-アスシリアス仝

〝ビン仝スカーレット
.,tイオレット

仝仝エロ-全会仝仝

BXXR

BOXFqBXC
3BXXBLOOGXGGO

免

Blダミン仝サフラエソ

エローグレー全
盛基
料

5rjoORXエキス･LラRRXXRTOOGOXRx

牲染料　(助剤石鹸)

名

Fqエキストラスペアル
GエキスJ･ラT

ビスマ-ブラウン　G

染

仝仝全盲蛋　仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝全会
)　　..と｣ヒ

1!王

所

二二'二
一五'六1J三､七l二'≡1　t t九一六'二

二ハ'〇
一九も五一五'五

二二'〇二二.tIt1

1四'二

〓一'九二ハ'五

白色部ノ長ナ

二一'二二].八
I九'〇一八'二

一〇五



メチレンブルー　nソクメチレンブルー　コンク･FEIZマラカイー　グリンアイゼン　オーラミソ　nンク仝仝仝

00Fq I

oⅡ

ローダミソ　玉エキストラ仝　　　　6GエキスJ･ラニューサブラ一一y MⅣnンク仝　　　　Elエキストラコンク
マゼンタ.I,ゥダI A玉メチルrrtイオレット　BBス-ぺタオルバイオレツーダイヤモンドビクトリヤインドインプ　ロキシソクリスタ　〝

グリーン

メルチット

コンクメルチター

FqXXクリスタル

ブルー　Bハイターnソクブルー　B丑
PqBy nンク+･,イオレヅト7B

′~■ヽ     (

(GR)全会仝仝仝仝仝仝全仝全全馬仝保全仝仝
＼J　　　　　＼_/

】〇六
一八'二1人'七1<'11<PTtT一八'()1人Pf二一八'一

二一'二
一八'〇一九､〇一九'01玉.六

二二'二
一五'07<.0一七､〇一八'五

二二'0
76]JO

第二節　椎紡績錬漂白試験

椎紡糸ノ精練漂白/,甚ダ国難トスル虞ナリ依テ其漂白程度卜適法ヲ試験セントス試験法　椎紡糸二華シ二',-セントノ｢テモアカーニッJ･｣液ヲ抵氏六〇度･Lシ三十分間定演シ紋タ

テ其ノマ･次ノ精錬ヲ行フ

12､3､4､5､

結晶曹蓮I〇.I,-セントブランキツ･LH''1-セントノ液ニテ1時間煮沸シ水洗ス石鹸一〇'',-センー結昌曹達三パーセ.･1トブランキット'二.'TIセント一二7一時間煮沸シ水洗ス前期二種ノ精練ヲ施シクルモノヲ夫々左ノ如ク漂白ヲナス過酸化曹蓮華'1-セント　(硫酸ニテ中性液トシ佳曹ニテ窮アルカリ性トス)　ノ級ヲ括氏五〇度トシ此ノ中l二権浸漬シ綾プチ水洗ス

ブラキッ上ニ+'lIセントノ液ニテ1時間煮沸シ水洗醸造水洗ス酸性亜流酸曹達五+'tIセント硫酸1''1センーノ液中ニ1夜浸漬シ水洗ス印法ヲ行ヒ夏二拘法ヲ行フ鞘法ヲ行ヒ更三関ノ法ヲ行フ

試　　験　　成　　績

方　法
AB123

成　　　　　　　　績

色相.1原糸卜大差ナク叉B法トノ蓑モ亦僅少ナクA法卜大差ナシ白度.15ノ法二次キ侍少･bク赤昧ヲ塔ス竿漂白程度ナリ原糸卜大差ナシ

】〇七FnトトLJ･..I,√1-I.JE･_【　･･
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白度最良好ナルモ少シク毒味アリ白度rt4法二次ギ良好ニシテ少シク赤娩アリ
第三節　　バット染料ノ絹綿染着比較試験

.ハット染料ヲ絹二度糊スルnト往･々アリ綿糸′壊合卜其ノ染着異ナルモノアルヲ以テ染着度合ヲ数字ユ
タ現.1シ参考二供セントス試巌方法'絹紡糸及東新焼錦糸ヲ漁メ蹄錬シ同一洛中ニチ染色ス

:-荒緯線染着比較表(碩鯛謂詣謂1173篭･:濃)

育

吾普

島
mHH山

≡

育

普
袷

育

吾

育

吾

謹叶稚輝浪紺沌｢咋雅弘雄肌

lo允
隅は柑ほ相磯組糊掛川ほほ相和哨渦流祁都新郎相川川相川川川和州川淵は相川げ溜頂け仲川. ､ほ泊りHIRHfT574
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第四節　　麻屑チ用イテビスn.-スチ作ル試験

蚊帳製織ノ際蓮ズル多量ノ麻糸屠ヲビスコーストナシテ利用セyJ･ス製法♪廠樽糸ヲ苛性曹撃1.',-セントノ溶液中二約二時間煮沸シテ水洗乾燥ス之ヲ適曹ノ方法ヲ以チ可成欄カニ切許シ巌ノ十曙量ノポ･Iノ二十六度ノ苛性曹蓮液三夜間浸演シテ麻ノ五倍ノ重サニ絞ル之ヲ可及的ヨク細粉シ容器中二入レ二日間熟成セジム.'次工廠ノ甲で.',､1セントニ雷ルニ硫化炭素ヲ卸へ容器ヲ密閉シ時々容器ヲ回樽ス　(此･場合室ノ温度･,揖氏1五-二〇度トスルヲ可トス)約四時間経典シタル醇≡パーセント苛性管違液ヲ以テ施ノ十五倍二稀メ授拝シテ飴J如キビスコ-スーナス之ヲ冷節二保存シテ二JJp問熟成セシメテ鎮使用ス鷹用法.綿糸又.t蚊帳地ヲ前記ビスコース液中ヲ通過セシメ一ブヨサ絞夕子五パ-セン. -ノ硫酸液中二浸シビスコース分解シテ水洗乾燥ス　(乾捜ハ伸張シテ乾カサー.,レメ赦ヲ生ジ結果不良ナリ)之等ノ鷹稲操作',甚ダ国難ヲ生ズルモノユシテ遠雷ノ設備ヲ考塞スル必要アタ

第五節　　夫鳶践用糸染一一浸透割使頗試験

天鷲銭用絹紡糸染工浸透剤ヲ使用シ摩擦二薯ヌル堅牢度J壁催ヲ試験セソース

一】　】
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第六節　　夫鳶践抜染試験
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第七節　　染色濃度ノ摩際堅牢度試験
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蚊帳染色日光堅牢度増進試験

蚊帳染色Jl色相上日光=甚ダ不堅牢ノ染料ヲ使用シツ･ア言ノナリ依テ之ガ堅牢度ヲ増進セシメン薦左ノ試験ヲ施行ス試験法　普通ノ方法こ依テノ染色シクル蚊帳(並染品)ヲ次J表二示ス如キ菓液中ヲ通過セシメタ乾燥ス日光試験'1標準機色1期間トス

虞理液製法漁日光試験成績
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冒-日光堅牢度増進剤オーギエソ小水

立ニッキ〇､五克　以上ヲ用ヒザレFr,効果ナク筒連緒

作業ニ♪常三共液量二注意シ作業中1定量二稀却スルnトヲ要ス

第九節　　水二封シ特二堅牢ナル天鳶糸染色試験

降雨又.,降雪ノ際二於テ聴色セザル鼻緒周絹紡糸染色ヲナナソース染料及染色法　インダンスレン.オレンヂRRXCィ.ブタンチングレットG¢ィ.ピンクBr-ィ.,レットRE｡イ'ブリ･アント+.,ィォレツ･･LRRO RE､ィ､ブルー月C)S｡GODt5G｡イ'グリンBB'?之等/染料ヲ苛性曹蓬及rlィドロサル'1イーヲ以テ所定ノ方法二哲ザ溶解シ班染ヲ防ク屑何レ花水一立二伸ロード油五c cヲ添加シ筒染料ノ吸収不良ノモノニ食盤10!二〇克ヲ加(染色シ水洗シテツ-･ '1,ングヲ行ヒ水洗酸通シヲナス成績概評　水洗二封シテ何レモ極メテ堅牢ナグ色相モ亦梢可ナレ共酸性盛基性染料等tl比スレrr,少シノ暗色ナリ'染色二際シテ.1斑染写生シ易キヲ其ノ海防二最モ注意ヲ要ス
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第十節　　俵扱試験ノ士｣ナル事項卜其ノ件数

1'交織縮緬ノ精錬及桑色試験
∴絹靴下古糸ノ伸張試験

1'洋服地ノ強力及日光試験1'水　質　試　験一'縮緬界切染色糸ノ耐精錬試駿1'絹顔糸ノ絃糸糊付試験
二絹ノ黒色糸ノ典料鑑定

l､精練ヱ耐ユル黒色絹糸染色試験

計

第十一節　　質　疑　歴

質疑魔笛ノ圭ナル事項卜其ノ件数左ノ如シ
一'縮緬難物鑑定一'天鳶悪捕縄紡糸ノ染色二親テ一､生糸ノナフIIル染堅牢度二親テ1'綿麻交織蚊張ノ染色三蔵テiP水ノ精製法二就テ

｢綿糸ノ漂白仕上二親テ

四三三五四六五三一
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件件件件件件件件件

_　　　二七三

件倖件件件件

Fl

才　　　　　　　　　,♪

一'人絹ノ糊付及仕上二親テ一'天鴛城ノ霧免メエ就テ1'解織　二　就テ1'人絹′撚止法王就テ1'ベッチンノ精練及染色Lt裁テ

計

第十二節　　試験作業状況

五　　件三　　件五　　件≡　　件四　　伴三六件
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l三'二二六軒
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二四二三l肝

第十三節　　依観加工状況

品　　名

加工種類

件　　数

数　　量

棉

糸　　染

色

七　二　件　　二六二七四〇軒
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五六'三六五肝
六'000好
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第十四節　機械ノ利用

帳　毘　出　機

箱

計

■■■l■

二=　　~　　一　　二.二

五　　二

伸件件

第十五節　　講　　習　　曾

7般染色一義三基礎的知織ヲ修得セシメソガ食染業者及其ノ徒弟二警確聞講習骨ヲ開催セリ科目ヲ木綿崩人造荊糸ノ:寧-雪嘉日石1週間廃講習セシ毒回こす数名ノ出席者ア呈相昔ノ勧学竹ノ

第三葦　　図　　案　　部

弟一節　　固案部業務ノ概要

最近染色流行界二於ケル意匠固婁ノ舜遷ハ登ク急激ナルモノエシテ近年斯界ノ不況カラ色卜碗塞ノ工風ニヨタテ其ノ商況ラ緩和セシノン-努力シツ･アリ織物ノ賓質ヨクモ色彩ノ配合卜柄トニヨリ生iントシツ･アルカノ如ク見受ケラル碇テ本棟ノ天鷺妓及縮緬二封シテモ一般三園塞ノ工風ヲ必要トシ先行市場ノ推移二封シテ二小節ノ監視′必要アリ之ガ研究･i創作ニ't重力ヲ壷シブ･アリ雷業者宅亦配色卜固真二薯シテ二深刻二其ノ必要ヲ迫ラレ園婁部ノ利用't益々増大シツ･アブ地方巡回展覧禽洗行固妾研究曾組合二蛮ケル固塞展示骨等ノ開催ヲ頻エンデ斯業向上二重カヲ壷シツ･アブ

第二節　　宴地指導卜展覧曾

間断ナキ柄物ノ舜遊二封シテハ質地三富業者ノ鮭訪Jl輿フ限タノ横倉ヲ輔へテ其ノ指導ヲ必要トシ製品二封ヌル批判卜訂正トヲ行ヒヅ･･アリ而シテ流行圃菜ノ代表的作品卜参考品.t各地ヲ巡回シテ或.t同業組合二於テ展示シ洗行固集ノ推移ヲ示シテ流ねこ畢ス〝刺戟チ輿フルこ努メタタ

巡回箆示魯開催

仝七　四
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一　月　阪田郡長霞町
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